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創造と挑戦
Creative & Challenge in fiscal year 2012平成24 年度

chapter 01 施政方針
　
３
月
８
日
開
催
の
平
成
23
年

度
３
月
定
例
町
議
会
で
、
竹
下

町
長
が
行
っ
た
施
政
方
針
演
説

を
掲
載
し
ま
す
。
平
成
24
年
度

予
算
の
概
要
説
明
と
町
政
運
営

の
方
針
を
説
明
し
て
い
ま
す
。

国
内
の
情
勢

　
平
成
23
年
度
の
我
が
国
の
経

済
は
、
東
日
本
大
震
災
、
タ
イ

の
洪
水
被
害
な
ど
に
よ
る
企

業
業
績
へ
の
直
接
的
な
打
撃
、

ユ
ー
ロ
圏
で
の
国
家
財
政
の
危

機
を
発
端
と
す
る
経
済
不
安
の

影
響
が
あ
る
中
で
、
依
然
と
し

て
歴
史
的
な
円
高
・
デ
フ
レ
が

続
き
、
雇
用
・
労
働
情
勢
や
国

内
企
業
の
海
外
流
出
へ
の
加
速

な
ど
、
景
気
の
低
迷
は
そ
の
深

刻
さ
を
一
層
増
し
て
き
て
お
り

ま
す
。

　
昨
年
発
足
し
た
野
田
政
権
に

お
い
て
は
、「
大
震
災
か
ら
の

復
旧
・
復
興
」、「
原
発
事
故
と

の
戦
い
」、「
日
本
経
済
の
再

生
」、
こ
の
３
点
を
最
優
先
課

題
に
掲
げ
、「
農
業
」、「
エ
ネ

ル
ギ
ー・環
境
」、「
医
療・介
護
」

と
い
っ
た
分
野
を
、
21
世
紀
の

成
長
産
業
と
し
て
位
置
付
け
な

が
ら
、
新
た
な
国
家
ビ
ジ
ョ
ン

を
描
こ
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
国
会
議
員

や
公
務
員
制
度
改
革
な
ど
の
政

治
・
行
政
改
革
、
医
療
・
介
護
・

年
金
な
ど
の
社
会
保
障
と
税
の

一
体
改
革
、
あ
る
い
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ

参
加
協
議
な
ど
の
外
交
、
経
済

政
策
な
ど
、
喫
緊
の
重
要
課
題

の
解
決
に
つ
い
て
、
な
か
な
か

具
体
的
な
進
展
が
見
え
て
こ
な

い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
予
算
審
議
が
目

下
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
が
、
国
の
新
年
度
予
算

が
こ
の
年
度
内
に
成
立
す
る
の

か
否
か
、
そ
の
こ
と
す
ら
も
先

行
き
は
不
透
明
と
云
わ
ざ
る
を

得
ず
、
こ
う
し
た
事
態
と
な
れ

ば
、
本
町
政
は
も
と
よ
り
町
民

生
活
へ
の
影
響
も
少
な
か
ら
ぬ

も
の
が
あ
り
ま
す
。
も
は
や
国

の
政
治
、
そ
の
あ
り
様
に
お
い

て
、
国
家
国
民
の
政
治
へ
と
一

刻
も
早
い
立
ち
直
り
を
願
わ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。

国
の
地
方
財
政
対
策

　
平
成
24
年
度
の
国
の
地
方
財

政
対
策
は
、
東
日
本
大
震
災
の

復
興
財
源
は
別
枠
と
し
つ
つ
、

平
成
24
年
度
か
ら
平
成
26
年
度

ま
で
の
中
期
財
政
フ
レ
ー
ム
に

沿
っ
て
、
地
方
の
一
般
財
源
総

額
を
平
成
23
年
度
地
方
財
政
計

画
と
実
質
的
に
同
水
準
と
な
る

よ
う
、
地
方
交
付
税
に
お
い
て

は
、
前
年
度
比
８
１
１
億
円
、

0.5
％
増
の
17
兆
４
５
４
５
億

円
、
臨
時
財
政
対
策
債
に
お
い

て
は
、前
年
度
比
２
６
０
億
円
、

0.4
％
減
の
６
兆
１
３
３
３
億

円
、
合
計
実
質
的
な
地
方
交

付
税
は
５
５
１
億
円
増
の

23
兆
５
８
７
８
億
円
が
計
上
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
平
成
22
年
の
国
勢
調
査
に
お

い
て
人
口
２
万
人
を
割
っ
た
本

町
で
は
、
人
口
減
の
影
響
が
地

方
交
付
税
算
定
基
礎
に
反
映
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
前
年
度
並
み

の
交
付
額
と
な
る
と
予
測
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
方
自
治
体
の
自
由

裁
量
の
拡
大
を
目
的
に
創
設
さ

れ
た
地
域
自
主
性
戦
略
交
付

金
、
い
わ
ゆ
る
一
括
交
付
金
で

あ
り
ま
す
が
、
平
成
24
年
度
か

ら
市
町
村
へ
の
導
入
が
予
定
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
政
令
指

定
都
市
ま
で
の
導
入
に
留
ま
っ

て
お
り
ま
す
。
今
後
、
景
気
低

迷
に
よ
る
税
収
入
の
減
少
も
相

ま
っ
て
、
益
々
、
自
主
財
源
の

み
な
ら
ず
特
定
財
源
の
確
保
が

難
し
く
な
る
と
懸
念
を
し
て
お

り
ま
す
。
引
き
続
き
、
安
定
的

か
つ
持
続
的
な
地
方
行
財
政
の

運
営
が
確
保
で
き
る
よ
う
県
・

市
町
村
会
な
ど
を
通
じ
て
国
へ

強
く
訴
え
て
い
く
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

県
の
新
年
度
予
算
と
施
策
展
開

　
一
方
、広
島
県
に
お
い
て
は
、

平
成
24
年
度
当
初
予
算
の
一
般

会
計
総
額
を
９
３
０
５
億
円
、

対
前
年
度
比
0.2
％
の
減
と
さ

れ
、
事
務
事
業
の
見
直
し
等
に

よ
る
歳
出
抑
制
路
線
を
維
持
し

な
が
ら
も
、「
ひ
ろ
し
ま
未
来

チ
ャ
レ
ン
ジ
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
掲

げ
る
「
人
づ
く
り
、
新
た
な
経
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創造と挑戦
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済
成
長
」
の
２
分
野
を
引
き
続

き
最
重
点
分
野
に
位
置
づ
け
、

財
源
の
集
中
配
分
を
行
い
な
が

ら
、「
広
島
に
生
ま
れ
、
育
ち
、

住
み
、
働
い
て
良
か
っ
た
」
と

思
え
る
広
島
県
の
実
現
を
目
指

す
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
人
づ
く
り
」
の
施
策
展
開

と
し
て
は
、「
ポ
ス
ト
子
育
て

期
に
応
じ
た
就
業
支
援
、
海
外

で
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
・

確
保
、
若
年
層
人
口
の
社
会
減

へ
の
歯
止
め
対
策
、
就
職
で
の

Ｕ･

Ｊ･

Ｉ
タ
ー
ン
の
促
進
、

子
ど
も
た
ち
の
学
力
・
体
力
の

向
上
」
な
ど
、
そ
し
て
、「
新

た
な
経
済
成
長
」
の
施
策
展
開

と
し
て
は
、「
ひ
ろ
し
ま
ブ
ラ

ン
ド
の
構
築
に
向
け
た
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化
、
ア
ジ
ア

と
の
経
済
交
流
の
拡
大
、
農
業

担
い
手
の
育
成
、
売
れ
る
モ
ノ

づ
く
り
体
制
の
確
立
」
な
ど
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
東
日
本

大
震
災
を
教
訓
に
し
た
地
震
対

策
・
減
災
対
策
の
強
化
の
た
め

公
共
事
業
は
微
増
の
予
算
組
み

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
特
に
平
成
24
年
度
は
、
本
町

の
道
の
駅
第
２
期
整
備
事
業
を

核
と
し
て
農
業
振
興
事
業
、
観

光
交
流
事
業
の
新
た
な
展
開
を

図
る
こ
と
に
よ
り
、
着
実
に
地

域
活
性
化
へ
つ
な
げ
て
い
く
総

合
的
な
プ
ラ
ン
と
し
て
の
未
来

創
造
計
画
に
お
い
て
、
県
の
中

山
間
地
域
対
策
の
未
来
創
造
支

援
事
業
を
積
極
的
に
活
用
し
て

い
く
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

北
広
島
町
の
現
状

　
こ
の
冬
は
、
芸
北
八
幡
で
１

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
積
雪
と
な

る
な
ど
、
昨
年
に
続
い
て
大
雪

に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
大
き

な
自
然
災
害
の
発
生
も
な
く
、

昨
年
11
月
に
は
、「
壬
生
の
花

田
植
」
が
世
界
無
形
文
化
遺
産

と
な
る
な
ど
、
記
念
す
べ
き
出

来
事
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
中
で
、
広
島
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
工
業
株
式
会
社
の
新

郷
工
場
の
増
設
、
氏
神
工
業
団

地
に
は
広
島
イ
ー
グ
ル
株
式
会

社
の
第
２
工
場
の
増
設
、
中
国

木
材
株
式
会
社
の
構
造
用
製
材

等
の
ラ
イ
ン
増
設
、
更
に
は
、

株
式
会
社
ダ
ス
キ
ン
プ
ロ
ダ
ク

ト
中
四
国
に
よ
る
大
朝
工
業
団

地
へ
の
清
涼
飲
料
水
製
造
事
業

の
着
工
な
ど
、
企
業
活
動
に
お

い
て
着
実
な
前
進
が
あ
り
ま
し

た
。

　
更
に
は
、
大
朝
地
域
で
の
株

式
会
社
セ
レ
ク
ト
の
野
菜
生

産
、
豊
平
地
域
で
の
豊
平
建
設

株
式
会
社
に
よ
る
観
光
農
園
の

開
設
な
ど
、
民
間
資
本
に
よ
る

農
業
へ
の
参
入
に
つ
い
て
も
新

し
い
立
地
を
見
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
も
あ
り
、
本

町
の
有
効
求
人
倍
率
は
１
・

８
６
倍
と
昨
年
同
時
期
の
１
・

１
２
倍
に
対
し
て
も
着
実
に
改

善
が
進
ん
で
き
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
本
地
の
広

島
県
工
業
流
通
団
地
へ
の
企
業

立
地
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な

進
展
が
な
く
、
ま
た
、
木
材
価

格
の
低
迷
や
農
業
経
営
環
境
に

お
い
て
も
大
き
な
改
善
は
見
ら

れ
ず
、
本
町
の
産
業
・
経
済
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ

る
と
認
識
を
し
て
お
り
ま
す
。

本
町
の
財
政
状
況
及
び
平
成
24

年
度
当
初
予
算

　
本
町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

で
あ
り
ま
す
。
新
生
北
広
島
町

は
、
そ
の
ス
タ
ー
ト
時
点
で
破

た
ん
の
危
機
に
直
面
を
し
て
い

た
財
政
構
造
か
ら
の
脱
却
と
と

も
に
、
簡
素
に
し
て
効
率
的
な

行
財
政
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図

る
た
め
、
平
成
17
年
度
に
策
定

い
た
し
ま
し
た
行
政
改
革
大
綱

に
基
づ
く
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を

強
力
に
、
か
つ
着
実
に
推
進
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
成
果
と
い
た
し
ま
し

て
、
平
成
23
年
度
決
算
見
込
み

と
合
併
時
と
の
そ
れ
を
比
較
し

ま
す
と
、
普
通
会
計
に
お
け
る

町
債
残
高
は
２
０
０
億
円
と
な

り
、
48
億
円
の
縮
減
、
ま
た
、

財
政
調
整
基
金
積
立
金
は
14
億

円
と
な
り
、
13
億
円
の
上
積
み

を
達
成
す
る
予
定
で
あ
り
、
本

町
財
政
は
、
よ
う
や
く
に
し
て

破
綻
の
危
機
か
ら
脱
し
よ
う
と

0
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し
て
お
り
ま
す
。
向
こ
う
５
年

間
の
財
政
予
測
を
踏
ま
え
た
財

政
計
画
で
は
、
町
税
、
地
方
交

付
税
及
び
繰
越
金
な
ど
の
減
少

は
あ
る
も
の
の
、
平
成
21
年
度

策
定
の
第
２
次
行
政
改
革
大
綱

に
基
づ
き
人
件
費
、
物
件
費
及

び
普
通
建
設
事
業
の
抑
制
に
努

め
な
が
ら
収
支
の
均
衡
を
保

ち
、
平
成
25
年
度
の
実
質
公
債

費
比
率
は
18
％
未
満
を
達
成
す

る
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
平
成
24
年
度

以
降
、
道
の
駅
第
２
期
整
備
事

業
、
学
校
統
廃
合
に
伴
う
小
・

中
学
校
の
新
増
改
築
、
し
尿
処

理
場
の
改
築
、
消
防
無
線
の
デ

ジ
タ
ル
化
な
ど
を
は
じ
め
と
す

る
多
く
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
、
財
政
健
全
化
に
向
け

て
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
を
推

進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
平
成
27
年
度
以
降

か
ら
普
通
交
付
税
に
お
け
る
合

併
特
例
加
算
分
の
段
階
的
な
減

少
に
対
し
て
、
今
後
、
財
源
の

確
保
を
通
じ
て
財
政
力
を
ど
う

蓄
え
る
か
が
大
き
な
課
題
で
あ

り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
合
併
８
年

目
を
迎
え
る
平
成
24
年
度
当
初

予
算
は
、
不
要
不
急
の
事
務
事

業
の
排
除
、
事
業
の
選
択
と
集

中
を
基
本
と
し
て
、
長
期
総
合

計
画
の
基
本
目
標
で
あ
る
『
地

域
を
再
生
し
、
定
住
と
交
流
の

拡
大
を
め
ざ
す
』
に
向
け
て
更

な
る
地
固
め
と
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
を
図
る
た
め
、
本
町
の
基
幹

産
業
で
あ
る
農
業
振
興
の
新
た

な
挑
戦
、
学
校
教
育
の
充
実
向

上
の
た
め
の
環
境
の
整
備
、
福

祉
と
子
育
て
環
境
の
強
化
な

ど
、
主
要
事
業
を
着
実
か
つ
強

力
に
展
開
し
て
行
け
る
よ
う
重

点
的
な
配
分
の
予
算
編
成
と
い

た
し
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
施
策
の
概
要

　
５
つ
の
施
策
展
開
に
沿
っ
て

ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

①
定
住
と
交
流
の
拡
大
に
よ
る

地
域
再
生

　
施
策
展
開
の
１
つ
目
は
「
定

住
と
交
流
の
拡
大
に
よ
る
地
域

再
生
」
で
あ
り
ま
す
。
今
日
の

超
少
子
・
高
齢
化
、
過
疎
化
に

果
敢
に
挑
戦
し
、
定
住
と
交
流

の
拡
大
を
目
指
し
、
地
域
再
生

を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

若
者
の
定
住
促
進

　
昨
年
の
芸
北
地
域
に
引
き
続

き
、
新
た
に
豊
平
地
域
に
若
者

定
住
促
進
住
宅
を
整
備
い
た
し

ま
す
。
平
成
23
年
度
に
取
得
し

ま
し
た
町
有
千
代
田
住
宅
に

は
、
き
た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト
の
引
込

み
・
宅
内
工
事
を
行
う
な
ど
、

定
住
環
境
の
充
実
を
図
り
ま

す
。

交
流
の
拡
大

　
昨
年
11
月
に
世
界
無
形
文
化

遺
産
と
な
り
ま
し
た
「
壬
生
の

花
田
植
」
の
商
標
登
録
の
出
願

手
続
き
を
既
に
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、登
録
後
、

初
め
て
の
開
催
と
な
る
６
月
の

公
演
に
向
け
て
、
会
場
整
備
、

観
光
客
・
見
物
客
対
策
な
ど
に

万
全
を
期
す
る
と
と
も
に
、
花

田
植
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
の
開

催
、
外
国
語
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

作
成
、
観
光
協
会
や
商
工
会
と

の
連
携
の
も
と
花
田
植
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
、お
土
産
品
の
開
発
、

広
島
・
ハ
ワ
イ
友
好
提
携
15
周

年
記
念
事
業
と
し
て
ハ
ワ
イ
公

演
な
ど
、
盛
り
沢
山
の
記
念
事

業
を
行
い
、
本
町
の
伝
統
文
化

の
保
護
・
育
成
と
観
光
振
興
を

図
っ
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
新

た
に
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
な
ど
の
誘

致
に
向
け
た
調
査
検
討
委
員
会

の
立
ち
上
げ
や
、
広
島
県
内
で

は
初
め
て
と
な
り
ま
す
自
転
車

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
ツ
ー
ル
ド

き
た
ひ
ろ
し
ま
２
０
１
２
」
の

豊
平
地
域
で
の
開
催
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

北
広
島
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
観
光
協
会
や
商
工
会
と
の
連

携
の
も
と
に
展
開
し
て
お
り
ま

す
北
広
島
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

は
、
外
国
人
観
光
客
の
誘
致
、

修
学
旅
行
や
海
外
の
教
育
旅
行

の
受
入
れ
を
一
層
促
進
し
て
参

り
ま
す
。
ス
キ
ー
場
再
生
・
地

域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
県
内
外
の
ス
キ
ー
バ
ス
拡

大
の
た
め
の
支
援
対
策
な
ど
を

行
っ
て
参
り
ま
す
。

景
観
形
成

　
あ
わ
せ
て
北
広
島
町
ら
し
い

美
し
い
景
観
を
作
る
た
め
、
商

工
会
青
年
部
や
広
島
大
学
と
連

携
し
な
が
ら
、
景
観
形
成
計
画

の
策
定
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
計
画
的
に
不
要
看
板
・
屋

外
広
告
物
の
撤
去
を
進
め
て
参

り
ま
す
。

②
活
力
あ
る
地
域
経
済
の
創
出

　
施
策
展
開
の
２
つ
目
は
「
活

力
あ
る
地
域
経
済
の
創
出
」
で

あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
自
立

的
な
農
業
の
経
営
体
、
い
わ
ゆ

る
大
き
な
農
業
の
育
成
・
拡
大

を
進
め
る
と
と
も
に
、
小
規
模

あ
る
い
は
家
族
的
な
農
業
、
い

わ
ゆ
る
小
さ
な
農
業
の
元
気
回

復
を
図
る
と
い
う
基
本
的
な
考

え
方
の
も
と
、
本
町
の
農
業
構

造
の
改
革
を
更
に
力
強
く
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

新
規
就
農
者
の
育
成
・
確
保

　

ま
ず
、
新
規
就
農
者
の
育

成
・
確
保
対
策
で
は
、
平
成
23

年
度
か
ら
広
島
県
農
業
者
大
学

校
へ
の
就
学
支
援
、先
進
農
家
、

法
人
で
の
実
践
的
な
研
修
支
援
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♪ 楽しく子育てを ♪

策
、
更
に
は
農
業
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
制
度
の
創
設
な
ど
、
総

合
的
な
新
規
就
農
者
の
確
保
、

育
成
対
策
に
取
り
組
ん
で
き
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

平
成
24
年
度
か
ら
は
国
の
制
度

と
し
て
新
た
に
青
年
就
農
給
付

金
制
度
が
創
設
を
さ
れ
ま
す
の

で
、
町
と
し
て
は
こ
の
国
の
制

度
と
の
相
互
補
完
や
上
乗
せ
の

制
度
を
新
た
に
設
け
、
更
に
有

能
な
新
規
就
農
者
の
確
保
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

道
の
駅
舞
ロ
ー
ド
IC
千
代
田

　
道
の
駅
舞
ロ
ー
ド
IC
千
代
田

の
第
２
期
整
備
事
業
で
は
、
今

年
度
の
駐
車
場
の
整
備
、
拡
張

に
続
い
て
、
い
よ
い
よ
平
成
25

年
夏
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し

て
、「
産
直
施
設
・
レ
ス
ト
ラ

ン
棟
」
を
着
工
い
た
し
ま
す
。

施
設
整
備
に
併
せ
て
農
産
物
生

産
体
制
の
強
化
は
も
と
よ
り
、

広
島
市
の
消
費
者
を
一
大
顧
客

と
し
て
と
ら
え
て
、
高
原
野
菜

バ
リ
ュ
ー・ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
、

新
た
な
北
広
島
ブ
ラ
ン
ド
の
特

産
品
・
加
工
品
の
開
発
に
取
り

組
み
ま
す
。
更
に
町
内
産
直
施

設
の
連
係
を
図
る
た
め
、
Ｐ
Ｏ

Ｓ
レ
ジ
シ
ス
テ
ム
の
統
一
や
生

産
者
と
道
の
駅
を
結
ぶ
、
き
た

ひ
ろ
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
Ｉ
Ｃ

Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
拡
大
を
行
い
、

生
産
・
流
通
・
販
売
に
お
け
る

一
貫
し
た
集
出
荷
体
制
の
構
築

を
進
め
て
参
り
ま
す
。

農
業
基
盤
の
保
全
・
長
寿
命
化

　
更
に
、
土
地
利
用
型
農
業
の

支
援
対
策
と
し
て
農
業
基
盤
の

保
全・長
寿
命
化
を
図
る
た
め
、

農
道
・
水
路
等
の
補
修
に
対
し

て
国
の
新
た
な
向
上
活
動
支
援

交
付
制
度
に
お
い
て
、
町
独
自

の
追
加
支
援
を
行
う
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、合
わ
せ
て
農
道
舗
装
、

か
ん
が
い
排
水
、た
め
池
改
修
、

芸
北
広
域
農
道
の
建
設
促
進
な

ど
、
引
き
続
き
農
業
基
盤
整
備

を
進
め
る
と
と
も
に
、
捕
獲
わ

な
や
防
護
柵
の
設
置
な
ど
有
害

鳥
獣
駆
除
対
策
の
補
助
も
継
続

を
し
て
参
り
ま
す
。

林
業
振
興

　
林
業
振
興
で
は
、
林
業
再
生

を
目
指
し
、
林
道
専
用
道
や
森

林
作
業
道
の
整
備
を
行
い
、
間

伐
の
施
業
率
を
高
め
る
と
と
も

に
、
公
共
施
設
の
改
修
や
学
校

備
品
な
ど
へ
の
木
材
の
利
活
用

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

商
工
業
振
興

　
商
工
業
振
興
で
は
、
企
業
誘

致
を
促
進
す
る
企
業
立
地
奨
励

制
度
に
お
い
て
、
太
陽
光
発
電

な
ど
の
設
備
の
立
地
に
も
対
象

と
な
る
よ
う
制
度
の
拡
充
を
行

う
ほ
か
、
町
内
工
業
団
地
等
へ

の
企
業
誘
致
の
更
な
る
促
進
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
商
工
会

と
の
連
携
の
も
と
世
界
無
形
文

化
遺
産
「
壬
生
の
花
田
植
」
に

特
化
し
た
登
録
記
念
事
業
の
実

施
、
町
内
の
消
費
拡
大
対
策
と

し
て
商
工
会
が
発
行
す
る
地
域

通
貨
ユ
ー
ト
へ
の
補
助
も
継
続

を
し
て
参
り
ま
す
。

③
学
校
教
育
・
子
育
て
支
援
の

充
実
強
化

　
施
策
展
開
の
３
つ
目
は
「
学

校
教
育
・
子
育
て
支
援
の
充
実

強
化
」
で
あ
り
ま
す
。
明
日
の

時
代
を
担
う
た
く
ま
し
い
子
ど

も
た
ち
を
育
成
す
る
た
め
に
、

創造と挑戦
Creative & Challenge in fiscal year 2012平成24 年度

学
校
施
設
の
新
た
な
整
備
に
よ

る
教
育
環
境
の
充
実
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
の
充
実

な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

子
育
て
支
援

　
本
年
３
月
に
完
成
を
い
た
し

ま
す
千
代
田
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
を
町
内
の
他
の
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
と
の
ハ
ブ
施
設
と

し
て
位
置
付
け
、
子
育
て
世
代

間
の
交
流
や
親
子
ふ
れ
あ
い
の

拠
点
施
設
と
な
る
よ
う
機
能
の

充
実
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
入

所
児
童
数
の
減
少
に
よ
り
保
育

運
営
に
支
障
を
き
た
す
恐
れ
の

竹下町長と新規就農対策事業第１・２期生と関係者たち

千代田子育て支援センター竣工
　千代田子育て支援センター「すこ
やか」が４月から新しい建物に移転
しました。センターは、乳児や幼児、
その保護者が交流をする場所です。
　いろいろな行事や絵本など、楽し
いことがいっぱい。子育てに関する
相談もできますので、気軽に利用し
てください。
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あ
る
小
規
模
私
立
保
育
所
に
対

し
て
は
、
良
好
な
保
育
水
準
の

維
持
・
向
上
を
図
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
町
独
自
の
補
助
制

度
を
設
け
ま
す
。

学
校
教
育

　
学
校
教
育
で
は
、
地
域
保
護

者
、
関
係
者
の
皆
様
の
ご
理
解

ご
協
力
の
も
と
進
め
て
参
り
ま

し
た
学
校
統
廃
合
に
つ
い
て
、

芸
北
地
域
の
統
合
小
学
校
改
修

及
び
豊
平
地
域
の
小
中
一
貫
校

新
築
を
は
じ
め
と
し
て
、
学
校

給
食
調
理
施
設
の
改
修
や
給
食

配
送
車
両
の
配
備
な
ど
、
学
校

関
係
施
設
の
整
備
を
順
次
進
め

て
参
り
ま
す
。
更
に
学
校
給
食

の
調
理
体
制
に
お
い
て
は
、
長

年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
学
校

給
食
会
を
廃
し
、
よ
り
統
一
的

に
一
体
的
な
給
食
調
理
業
務
が

行
え
る
よ
う
体
制
の
見
直
し
を

行
い
ま
す
。

地
域
と
学
校
の
連
携

　

ま
た
、
き
た
ひ
ろ
し
ま
夢
・

ま
な
び
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
地
域

内
の
小
小
連
携
・
小
中
連
携
の

も
と
、児
童
生
徒
の
合
同
学
習
、

陸
上
記
録
会
、
合
唱
祭
、
交
流

会
や
教
職
員
の
合
同
研
修
会
等

を
通
じ
て
、
小
中
連
携
教
育
を

一
層
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地

域
で
学
校
運
営
を
支
え
合
う
学

校
運
営
協
議
会
、
い
わ
ゆ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
設
置

に
つ
い
て
研
究
し
、
地
域
と
学

校
が
一
体
と
な
っ
た
取
組
み
を

進
め
て
参
り
ま
す
。

相
談
体
制
の
強
化

　
さ
ら
に
は
、
生
活
や
学
習
で

の
支
援
が
必
要
な
児
童
生
徒
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
特
別
支
援
教
育

支
援
員
や
特
別
支
援
教
育
の
相

談
に
対
応
す
る
教
育
相
談
員
を

引
き
続
き
設
置
を
い
た
し
ま

す
。
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

有
す
る
支
え
合
い
機
能
の
発
揮

に
よ
り
、
子
育
て
に
悩
む
保
護

者
の
肉
体
的
・
精
神
的
な
負
担

の
軽
減
と
な
る
よ
う
、
さ
ら
な

る
取
り
組
み
を
進
め
て
参
り
ま

す
。

④�

住
民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち

づ
く
り

　
次
に
、
施
策
展
開
の
４
つ
目

は
「
住
民
と
行
政
の
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
」
で
あ
り
ま
す
。
超

少
子
化
・
長
寿
高
齢
化
が
進
展

す
る
中
で
、
集
落
や
耕
作
地
の

維
持
が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
こ
の
た
め
、
地
域
の
元

気
づ
く
り
へ
の
支
援
や
住
民
と

行
政
と
の
協
働
を
進
め
な
が

ら
、
誰
も
が
健
康
で
安
心
し
て

安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
ま

す
。

　
地
域
の
課
題
は
地
域
自
ら
が

解
決
を
す
る
な
ど
、
地
域
と
行

政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の

も
と
に
設
置
さ
れ
た
４
つ
の
地

域
協
議
会
へ
の
支
援
を
行
う
地

域
づ
く
り
交
付
金
や
地
域
づ
く

り
へ
取
り
組
む
各
住
民
自
治
団

体
等
へ
の
支
援
を
行
う
頑
張
る

地
域
応
援
補
助
金
、
ま
た
、
資

源
ご
み
の
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク

ル
化
に
取
り
組
む
町
民
総
ぐ
る

み
運
動
へ
の
補
助
金
に
つ
い
て

は
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、
こ

れ
ま
で
別
個
に
運
用
し
て
お
り

ま
し
た
地
元
施
工
補
助
金
と
地

域
協
働
み
ち
づ
く
り
応
援
事
業

は
、
地
域
施
工
支
援
事
業
と
名

称
を
改
め
、
一
元
化
を
図
り
な

が
ら
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て

利
用
し
や
す
い
仕
組
み
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
い
た
し
ま
す
。

⑤
安
心
と
安
全
の
ま
ち
づ
く
り

　
施
策
展
開
の
５
つ
目
は
「
安

心
と
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
」
で

あ
り
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
を

教
訓
に
消
防
団
活
動
へ
の
支
援

や
自
主
防
災
組
織
の
拡
大
を
図

る
と
と
も
に
、
公
助
か
ら
共
助

へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
る
中
、

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど

災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
の

仕
組
み
づ
く
り
や
防
犯
灯
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
を
は
じ
め
と
し
た
防
犯

環
境
の
整
備
に
取
り
組
み
ま

す
。

消
防
団
・
消
防
体
制
強
化

　
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
で

は
、
先
の
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
で
の
消
防
団
員
の
貢
献
度

は
非
常
に
大
き
く
、
消
防
団
活

動
に
対
す
る
重
要
性
は
高
ま
っ

て
お
り
ま
す
。
消
防
力
の
維
持

を
図
る
た
め
消
防
積
載
車
両
の

更
新
や
消
火
作
業
か
ら
団
員
の

身
を
守
る
防
火
衣
の
配
備
を
行

い
ま
す
。

　
消
防
本
部
に
お
い
て
は
、
平

成
28
年
度
ま
で
に
全
国
的
な
消

防
救
急
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ

の
移
行
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
、
そ
の
基
本
シ
ス
テ
ム

の
設
計
に
着
手
を
し
、
ま
た
、

救
急
消
防
等
の
緊
急
通
報
体
制

を
維
持
す
る
た
め
、
現
状
の
消

防
緊
急
通
信
指
令
シ
ス
テ
ム
の

更
新
を
行
い
ま
す
。

自
主
防
災
組
織

　
自
主
防
災
組
織
で
は
、
災
害

に
備
え
て
地
域
で
必
要
と
す
る

防
災
備
品
の
整
備
な
ど
、
災
害

に
強
い
町
づ
く
り
に
直
結
す
る

地
域
の
自
主
防
災
活
動
へ
の
支

援
を
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

イ
ン
フ
ラ
整
備
・
住
宅
補
助

　
公
共
工
事
で
は
、
国
・
県
道

の
改
良
や
維
持
、町
道
の
新
設・

改
良
、
河
川
の
改
良
な
ど
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
、
及
び
橋
梁
の
長

寿
命
化
、
町
内
の
高
速
道
橋
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
剥
落
防
止
や
投

物
防
止
の
工
事
を
行
っ
て
参
り

ま
す
。
ま
た
、
一
般
住
宅
を
対
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象
に
建
物
の
安
全
管
理
を
行
う

木
造
住
宅
耐
震
化
診
断
へ
の
補

助
、
子
育
て
・
高
齢
者
等
あ
ん

し
ん
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
よ
り

住
居
環
境
の
質
の
向
上
を
支
援

す
る
、
新
た
な
補
助
制
度
を
設

置
を
い
た
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興

　
道
の
駅
２
期
整
備
関
連
に
よ

る
道
路
改
良
で
移
転
予
定
の
現

千
代
田
プ
ー
ル
に
つ
い
て
、
千

代
田
運
動
公
園
内
に
新
千
代
田

プ
ー
ル
の
建
設
に
係
る
測
量
設

計
及
び
一
部
造
成
工
事
を
行
い

ま
す
。
こ
の
プ
ー
ル
は
町
民
の

利
便
性
や
学
校
プ
ー
ル
と
し
て

の
活
用
を
考
慮
し
つ
つ
、
町
民

の
健
康
増
進
や
体
力
向
上
を
促

進
す
る
観
点
か
ら
、
通
年
利
用

の
温
水
プ
ー
ル
と
し
て
整
備
を

お
こ
な
い
ま
す
。

地
域
医
療
の
確
保

　
地
域
医
療
対
策
で
は
、
昨
年

度
か
ら
内
科
医
が
不
在
の
豊
平

病
院
に
お
い
て
、
安
佐
市
民
病

院
等
か
ら
内
科
医
師
を
受
入

れ
、
地
域
医
療
の
確
保
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

第
２
次
行
財
政
改
革
大
綱
に
よ

る
財
政
健
全
化
の
取
り
組
み

創造と挑戦
Creative & Challenge in fiscal year 2012平成24 年度

　
こ
れ
ら
の
５
つ
の
施
策
展
開

の
事
業
化
を
図
る
上
で
、
第
２

次
行
財
政
改
革
大
綱
に
よ
る
財

政
健
全
化
の
取
組
み
と
し
て

　
行
政
の
守
備
範
囲
の
再
点
検

に
お
き
ま
し
て
は
、
き
た
ひ
ろ

ネ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
、
千
代
田
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に

つ
い
て
新
た
に
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
、
ま
た
、
し
尿
処
理

施
設
の
緑
清
苑
に
お
い
て
は
維

持
管
理
業
務
の
民
間
委
託
に

よ
っ
て
、
２
３
２
万
円
の
削
減

を
見
込
む
と
と
も
に
、
民
間
の

ノ
ウ
ハ
ウ
に
よ
る
効
率
的
で
効

果
的
な
経
費
の
軽
減
や
利
用
者

の
サ
ー
ビ
ス
向
上
も
大
い
に
期

待
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

総
人
件
費
の
見
直
し
で
は
、

平
成
22
年
度
か
ら
平
成
25
年
度

の
５
年
間
で
30
人
の
削
減
目
標

を
掲
げ
、
職
員
定
数
の
適
正
化

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、
平
成
23
年
度
と

比
較
し
て
４
人
減
が
予
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
職
員
な
ど

の
人
件
費
に
お
い
て
は
合
わ
せ

て
、
８
１
５
９
万
円
の
削
減
を

見
込
ん
で
お
り
ま
す
。さ
ら
に
、

職
員
手
当
の
う
ち
特
に
時
間
外

手
当
に
つ
い
て
は
、
適
正
な
運

用
と
縮
減
の
具
体
策
を
検
討
し

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
そ
の
他
、
債
権
管
理
・
回
収

対
策
の
強
化
、
口
座
振
替
の
推

進
、
未
利
用
財
産
の
賃
貸
・
譲

渡
な
ど
歳
入
の
確
保
の
強
化
も

図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
あ
た
り
ま
し
て
、

新
生
北
広
島
町
が
誕
生
し
て
早

く
も
７
年
が
経
過
い
た
し
ま
し

た
。
町
政
を
取
り
巻
く
社
会
経

済
情
勢
は
予
想
を
超
え
る
急
激

な
変
化
と
と
も
に
、
国
政
に
お

い
て
は
重
要
課
題
山
積
の
中
、

先
行
き
不
透
明
と
も
言
う
べ
き

状
況
も
あ
り
、
町
政
を
取
り
ま

く
環
境
は
誠
に
厳
し
く
な
っ
て

き
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

状
況
に
お
い
て
、
本
町
は
財
政

健
全
化
を
着
実
に
進
め
な
が

ら
、
多
く
の
困
難
を
乗
り
越
え

て
新
生
北
広
島
町
の
基
礎
づ
く

り
、
さ
ら
に
は
地
固
め
を
進
め

て
参
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
真

の
地
方
自
治
の
実
現
を
目
指
し

て
、
自
己
判
断
・
自
己
責
任
の

原
則
を
明
確
に
し
な
が
ら
、
持

続
的
・
自
立
的
自
治
体
と
し
て

魅
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
構

築
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
本
町
が
、「
希
望
の
持
て
る
、

元
気
な
町
」
へ
と
成
長
し
て
行

け
る
よ
う
、
平
成
24
年
度
に
掲

げ
ま
し
た
施
策
を
強
力
か
つ
着

実
に
推
進
を
し
て
い
く
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
で
あ
り
ま
す
が
、
簡

素
に
し
て
効
率
的
な
行
財
政
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
す
た

め
、
絶
え
間
な
く
行
財
政
改
革

を
推
進
し
、
更
な
る
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
と
充
実
を
図
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
引
き
続
き
、「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
＆
チ
ャ
レ
ン
ジ
～
創
造
と
挑

戦
～
」
の
気
概
の
も
と
、
知
恵

を
出
し
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら

魅
力
あ
る
北
広
島
町
の
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
て
邁
進
し
、
町
民

の
皆
様
の
期
待
と
信
頼
に
応
え

て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

地域の防災力を高めるために防災研修の講師派遣などをやっています。左は吉木女性会、右は壬生女性会での様子です。
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学
校
整
備
事
業

　
北
広
島
町
立
豊
平
統
合
小
学
校
（
仮

称
）
の
新
築
と
北
広
島
町
立
芸
北
小
学

校
の
改
修
事
業
を
行
い
、
子
ど
も
の
教

育
環
境
を
整
え
ま
す
。

道
の
駅
舞
ロ
ー
ド
IC
千
代
田
第
２
期
整

備
事
業

　
平
成
25
年
７
月
末
の
営
業
開
始
に
向

け
建
設
工
事
を
着
工
し
ま
す
。
農
産
物

の
産
直
事
業
き
た
ひ
ろ
し
ま
バ
ザ
ー
ル

の
集
約
拠
点・地
域
づ
く
り
活
動
拠
点・

観
光
情
報
の
発
信
拠
点
と
し
て
北
広
島

町
の
魅
力
を
発
信
す
る
場
と
し
て
整
備

し
ま
す
。

生
活
用
水
取
水
施
設
整
備
補
助
金

　
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
地
域
で

生
活
用
水
を
確
保
す
る
た
め
の
井
戸
な

ど
の
設
置
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
す

る
事
業
を
開
始
し
ま
す
。

対
象
地
域

　
町
の
上
水
道
及
び
簡
易
水
道
の
給
水

区
域
外
の
地
域

　

平
成
24
年
度
で
実
施
す
る
事
業
の

う
ち
、
町
の
重
点
施
策
な
ど
を
い
く

つ
か
紹
介
し
ま
す
。

chapter 02

重
点
施
策

一般会計歳出（性質別）　151 億 5,000 万円

◎
用
語
解
説

地
方
交
付
税
▼
町
の
独
自
政
策
を
補
助

す
る
た
め
に
、
国
か
ら
町
に
交
付
さ
れ

る
お
金
。

国
・
県
支
出
金
▼
町
特
定
の
目
的
の
た
め

に
、
国
、
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
。

町
債
▼
公
共
事
業
な
ど
の
財
源
と
し
て
、

国
や
銀
行
な
ど
か
ら
借
り
る
お
金
。

地
方
譲
与
税
▼
国
が
徴
収
し
た
特
定
の
税

目
の
税
収
な
ど
か
ら
配
分
さ
れ
る
お
金
。

自
主
財
源
▼
町
税
、
分
担
金
、
使
用
料
な

ど
、
町
が
自
前
で
調
達
で
き
る
財
源
。

依
存
財
源
▼
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る

財
源
。

人
件
費
▼
職
員
の
給
料
、
議
員
の
報
酬

な
ど
。

扶
助
費
▼
法
に
基
づ
き
生
活
維
持
す
る
た

め
に
支
給
す
る
費
用
。

公
債
費
▼
借
入
金
の
返
済
に
充
て
る
経
費
。

普
通
建
設
事
業
費
▼
道
路
な
ど
の
社
会
資

本
を
整
備
す
る
経
費
。

物
件
費
▼
賃
金
、
委
託
料
、
使
用
料
な
ど

の
経
費
。

維
持
補
修
費
▼
施
設
、
道
路
な
ど
の
維
持

補
修
に
係
る
経
費
。

補
助
費
▼
補
助
金
、
交
付
金
な
ど
。

繰
出
金
▼
一
般
会
計
と
特
別
会
計
、
ま
た

は
特
別
会
計
相
互
間
に
お
い
て
支
出
さ
れ

る
経
費
。

　
平
成
24
年
度
当
初
予
算
が
３

月
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
、
第
２
次
行
財
政
改
革
に

よ
る
持
続
可
能
な
財
政
構
造
の

確
立
を
図
り
ま
す
。

①人件費 30 億 6,379 万円 ②扶助費 15 億 8,964 万 8 千円
③公債費 26 億 6,320 万 5 千円 ④普通建設事業費 19 億 1,192 万 8 千円
⑤災害復旧費 490 万 7 千円 ⑥物件費 16 億 5,550 万 9 千円
⑦維持補修費 2 億 5,131 万 7 千円 ⑧補助費等 21 億 9,196 万 3 千円
⑨繰出金 16 億 7,776 万 7 千円 ⑩その他 1 億 3,996 万 6 千円

① ② ③ ④

⑤

⑥

⑦

⑧ ⑨

⑩

義務的経費 48.3％ 投資的経費
12.6％ その他 39.1％

chapter 03

当
初
予
算

補
助
の
対
象
者

○
新
た
に
井
戸
な
ど
を
設
置
す
る
方

○
季
節
の
水
源
の
水
質
が
悪
い
、
ま
た

は
生
活
用
水
に
不
足
が
あ
る
方

補
助
の
対
象
と
な
る
経
費

　
▼
ボ
ー
リ
ン
グ
工
事
費
▼
取
水
管
工

事
費
▼
ポ
ン
プ
設
置
費
▼
浄
水
施
設
設

置
費
▼
給
水
管
工
事
費
（
宅
内
除
く
）

▼
電
気
工
事
費
▼
水
質
検
査
費

補
助
金
額

　

対
象
経
費
の
２
分
の
１
（
限
度
額

60
万
円
）

問
上
下
水
道
課
IP
☎
１
８
６
１

若
者
定
住
促
進
住
宅

　
豊
平
地
域
に
若
者
定
住
促
進
住
宅
を

整
備
し
、地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

世
界
無
形
文
化
遺
産
壬
生
の
花
田
植

　
壬
生
の
花
田
植
の
世
界
無
形
文
化
遺

産
登
録
記
念
と
し
て
、
６
月
の
公
演
体

制
を
整
備
す
る
な
ど
、
伝

統
文
化
の
保
護
・
活
用
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。
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豊
平
病
院
の
内
科
診
療
体
制

　

北
広
島
町
豊
平
病
院
で
は
昨
年
以

来
、
内
科
の
常
勤
医
師
不
在
の
た
め
、

こ
れ
ま
で
内
科
診
療
に
つ
い
て
は
、
外

科
医
師
が
兼
務
で
行
っ
て
お
り
、
皆
様

に
は
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
平
成
24
年
４
月
か
ら
、
内

科
の
非
常
勤
医
師
に
よ
る
診
療
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
の
内
科
の
外
来
診
療
日

は
、
毎
週
木
曜
日
と
金
曜
日
で
、
木
曜

日
は
安
佐
市
民
病
院
の
内
科
・
土
手
慶

五
医
師
、
金
曜
日
は
広
島
大
学
病
院
の

内
科
医
師
が
、
そ
れ
ぞ
れ
診
察
を
行
い

ま
す
。

受
付
時
間

木
曜
日

　
午
前
８
時
30
分
～
12
時

金
曜
日

　
午
前
８
時
30
分
～
12
時

　
午
後
１
時
～
３
時

　
な
お
、
外
科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
科
、
眼
科
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
ど

お
り
の
体
制
で
診
療
を
行
い
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
北
広
島
町
豊
平
病
院

　
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
１
５
５

き
た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト
指
定
管
理
制
度
導
入

　
平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
き
た
ひ
ろ

ネ
ッ
ト
（
情
報
通
信
施
設
）
の
管
理
運

営
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
ま
し

た
。
こ
の
制
度
は
「
公
の
施
設
」
の
管

理
運
営
に
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
経
費

の
節
減
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

指
定
管
理
者
は
、
富
士
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
㈱
中
国
支

店
で
、
指
定
管
理
期
間
は
平
成
24
年
４

月
１
日
か
ら
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

の
５
年
間
で
す
。

　
こ
の
制
度
導
入
に
よ
り
、
平
日
の
窓

口
対
応
時
間
が
17
時
30
分
に
延
長
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
事
前
に
予
約
し
た

場
合
は
、
時
間
外
お
よ
び
休
日
の
対
応

も
柔
軟
に
行
い
ま
す
。（
問
い
合
わ
せ

が
集
中
し
た
場
合
、
お
待
ち
い
た
だ
く

場
合
も
あ
り
ま
す
。）

　
そ
の
他
、
お
問
い
合
わ
せ
先
や
利
用

料
金
な
ど
に
つ
い
て
の
変
更
は
一
切
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、

き
た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

問
き
た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
７
４
４
７

特別会計　68 億 5,290 万円
国民健康保険特別会計 22 億 3,200 万円 電気事業特別会計 4,690 万円
下水道事業特別会計 6 億 9,800 万円 芸北財産区特別会計 120 万円
農業集落排水事業特別会計 3 億 5,400 万円 診療所特別会計 1 億 7,400 万円
介護保険特別会計 23 億 4,200 万円 情報基盤整備事業特別会計 4 億 2,100 万円
簡易水道事業特別会計 3 億 900 万円 後期高齢者医療特別会計 2 億 7,480 万円

公営企業会計　9 億 9,966 万円
事業区分 収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出
水道事業 1 億 5,397 万 7 千円 １億 5,940 万 1 千円 2,789 万 2 千円 6,699 万 4 千円
病院事業 8 億 4,026 万円 8 億 4,026 万円 1,860 万 2 千円 4,720 万 1 千円

①町税 25 億 7,816 万 4 千円 ②分担金及び負担金 2 億 4,437 万 5 千円
③使用料及び手数料 2 億 763 万 8 千円 ④繰入金 2 億 1,660 万 3 千円
⑤その他の収入	 2 億 6,562 万 4 千円 ⑥地方譲与税 2 億 3,063 万 3 千円
⑦地方交付税 65 億 310 万 7 千円 ⑧国庫支出金 11 億 8,183 万 6 千円
⑨県支出金 12 億 9,581 万 7 千円 ⑩町債 20 億 7,720 万円
⑪その他の交付金 3 億 4,900 万 3 千円

一般会計歳入　151 億 5,000 万円

①

② ③ ④ ⑤ ⑥

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

自主財源 23.2％ 依存財源 76.8％

創造と挑戦
Creative & Challenge in fiscal year 2012平成24 年度
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chapter 04

行
政
組
織

光
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
企

画
課
に
新
設
し
ま
す
。

指
導
検
査
監
の
配
置

　
工
事
な
ど
の
適
正
な
執
行
及
び
検
査

業
務
の
充
実
の
た
め
配
置
し
ま
す
。

人
権・生
活
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
の
設
置

　
人
権
啓
発
の
推
進
に
加
え
、
消
費
生

活
や
法
律
な
ど
の
専
門
相
談
や
行
政
や

住
民
生
活
に
お
け
る
様
々
な
相
談
の
総

合
的
窓
口
と
し
て
設
置
し
ま
す
。

き
た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管

理
者
制
度
導
入

　
民
間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し

た
安
定
的
で
効
率
的
な
運
営
と
、
さ
ら

な
る
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
た
め
に

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
ま
す
。

緑
清
苑
の
業
務
委
託

　
効
率
的
・
効
果
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

提
供
の
た
め
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
活
用
の
た

め
、
緑
清
苑
の
業
務
を
民
間
へ
委
託
し

ま
す
。

総
務
課
行
政
管
理
係
・
人
事
係
の
統
合

　

組
織
及
び
人
事
の
総
合
的
か
つ
効
率

的
な
管
理
運
営
を
行
う
た
め
、
行
政
管

理
係
と
人
事
係
を
統
合
し
、
行
政
管
理

係
と
し
ま
す
。

◎
本
庁　
☎
０
５
０ - 

５
８
１
２ - 

２
１
１
１
（
代
）

町
長

竹
下 

正
彦

副
町
長

伊
藤 

敬
之

危
機
管
理
監

若
本 

啓
二

総
務
課

課
長 

中
原 

健

課
長
補
佐畑田 

正
法
総
務
係

係
長 

植
田 

優
香
田
村 

智
行
・
宮
本 

真
里
・
大
本 

賢
一
郎
・
原
田 

雄
二
・

木
村 

隆
之
・
高
田 

幸
治

行
政
管
理
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）
国
吉 

孝
治
・
原
田 

靖
久
・
吉
岡 

秀
樹
・
久
次 

恭
子

派
遣
（
広
島
県
地
域
保
健
医
療
推
進
機
構
）
田
中 

淳
之

財
政
課

課
長 

新
枝 

和
範
指
導
検
査
監

　

 

牧
野 
克
真
課
長
補
佐田辺 

正
康
財
政
係

係
長 

宮
地 

弥
樹
高
野 

さ
や
か
・
服
部 

昌
英
・
梅
本 

孝
宏
・
溝
上 

正
義 

管
財
契
約
係

専
門
員 

砂
田 

寿
紀
五
反
田 

篤
・
國
芳 

顕

企
画
課

課
長 

古
川 

達
也

企
画
調
整
係

係
長 

矢
部 

芳
彦
小
椿 

美
紀
・
道
川 

智
治

地
域
振
興
係

係
長 

中
川 

克
也
近
藤 

貞
治
・
中
祖 

和
史

派
遣
（
広
島
県
観
光
連
盟
）

大
成 

純
一
郎

観
光
交
流
室

室
長 

清
見 

宣
正

専
門
員 

沼
田 

真
路 

藤
井 

明
美

立
地
定
住
推
進
室

室
長 

隅
田 

好
則

齋
藤 

栄
一

き
た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー

次
長 

石
坪 
隆
雄

田
辺 

康
行

税
務
課

課
長 

信
上 

英
昭

所
得
係

係
長 

中
川 

俊
彦
竹
本 

美
恵
・
山
本 

剛
志
・
石
井 

佳
奈
・
日
高 

久
美
子

資
産
係

係
長 

芥
川 

智
成
森
川 

恭
子
・
和
泉 

正
明
・
越
岡 

真
喜
子
・
前
迫 

航
平

徴
収
対
策
室

室
長 

多
川 

三
友

税
務
査
察
員
辰
川 

勝
則
福
田 

透
江
・
大
畑 

直
也
・
大
膳 

冬
希

町
民
課

課
長 

輪
田 

孔
俊

住
民
係

係
長 

西
村 

豊

田
辺 

五
月
・
小
川 

友
里
江
・
伊
藤 

新

国
保
年
金
係

係
長 

植
田 

伸
二
大
畑 

紹
子
・
藤
澤 

健
次

派
遣
（
後
期
高
齢
者
広
域
連
合
）

亀
寶 

真

人
権
・
生
活
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー 
所
長 
森 

孝
行

藤
田 

美
香

環
境
管
理
室

室
長 

坂
本 

伸
次

専
門
員 
小
椿 

治
之
出
廣 

美
穂
・
小
山 

渓
太

観
光
交
流
室
の
設
置

　

観
光
交
流
事
業
の
さ
ら
な
る
展
開

や
、
多
様
化
・
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
観
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創造と挑戦
Creative & Challenge in fiscal year 2012平成24 年度

福
祉
課

（
福
祉
事
務
所
）

課
長
兼
所
長 

清
水 

孝
幸

課
長
補
佐萬田 

晃
成
福
祉
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）
細
居 

治
・
開
本 

美
由
紀
・
行
井 

秀
二
・
堀
田 

健
一
・

加
藤 

祥
子　

子
育
て
支
援
室

室
長 

多
川 

信
之

専
門
員 

三
宅 

克
江
国
吉 

朋
美
・
伊
藤 

正
・
宮
内 

有
香

仁
愛
園

園
長 

友
広 

慎
治

事
務
長 

堀
田 

智
子

中
村 

加
代
子
・
藤
田 

秀
子
・
別
広 

志
満
子
・
美
濃 

恭
子
・

新
谷 

美
枝
子
・
森
脇 

千
恵
子
・
藤
井 

美
智
子
・
今
知 

智
子

芸
北
つ
く
し
保
育
園

園
長 

上
田 

早
苗

片
桐 

裕
子
・
上
田 

和
永

八
幡
こ
ど
も
園

安
本 

美
和

新
庄
保
育
所

所
長 

古
川 

富
士
子

上
田 

澄
子
・
吉
岡 

晶
子
・
大
上 

理
恵

本
地
保
育
所

所
長 

奥
迫 

由
美
水
越 

季
美
子
・
川
本 

喜
美
代
・
津
賀
山 

有
紀
・

佐
々
見 

博
子
・
鳳
山 

直
美

南
方
保
育
所

所
長 

石
川 

瑞
枝
田
辺 

由
美
・
小
笠
原 

麻
美

川
戸
保
育
所

所
長 

住
田 

千
代
花

住
吉 

美
寿
津
・
佐
伯 

幸
恵

保
健
課

課
長 
山
根 

秀
紀
主
幹 

多
田 

誠
子
課
長
補
佐藤吉 

数
磨

健
康
増
進
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）
竹
下 

美
樹
子
・
門
出 

暁
子
・
迫
田 

智
恵
子
・
佐
田 

り
つ
こ

小
田 

千
里
・
水
野 

雅
美
・
佐
々
木 

理
沙

介
護
保
険
係

係
長 

佐
々
木 

靖
志
泉 

裕
樹
・
坪
内 

聡
子
・
三
上 

瑠
衣

地
域
介
護
係

係
長 

福
田 

さ
ち
え
頼
政 

ミ
ノ
リ
・
新
増 

栄
史
・
竹
舛 

弥
生

芸
北
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

次
長 

齋
藤 
敏
広

奥
田 

百
合
絵
・
岡
崎 

真
也

大
朝
保
健
セ
ン
タ
ー

大
内 

由
美
子

豊
平
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

次
長 

角
田 

正
明

雄
鹿
原
診
療
所

所
長 

東
條 

環
樹

原
田 

典
子
・
宮
本 

す
ま
子
・
西
田 

智
絵
・
酒
井 

裕
子
・

薮
谷 

真
由
美
・
近
藤 

玉
江

八
幡
診
療
所

所
長 

川
上 

源
太

中
村 

裕
子

芸
北
歯
科
診
療
所
所
長 

木
村 

菜
穂
子

岡
本 

登
美
子

産
業
課

課
長 

佐
渡 

宏
治

農
業
振
興
係

係
長 

滝
野 

修

下
杉 

昌
樹
・
大
内 

哲
治
・
西
岡 

直
美
・
田
中 

徹

農
地
調
整
係

（
農
業
委
員
会
事
務
局
）
係
長 

田
中 

正
基
池
田 

真
未

林
業
振
興
係

係
長 

上
田 

俊
則
門
出 

泰
典
・
越
間 

裕
貴

新
規
就
農
推
進
室

室
長 

落
合 

幸
治

頼
政 

孝
治

道
の
駅
整
備
室

室
長 

佐
々
木 

直
彦

専
門
員 

高
下 

雅
史
竹
下 

靖
彦

舞
ロ
ー
ド
IC
千
代
田

駅
長 

太
田 

衣
美
島
田 

英
樹

建
設
課

課
長 

山
田 

学

課
長
補
佐
土
井 

亮
三

課
長
補
佐
松
田 

順
正

都
市
管
理
係

係
長 

大
橋 

一
正
芥
川 

か
な
え
・
高
木 

智
典

土
木
係

係
長 

川
手 

秀
則
中
野 

真
弘
・
石
川 

一
義
・
藤
田 

一
秀

農
林
土
木
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）
藤
井 

尚
志
・
河
野 

勝
暁
・
松
若 

考
亮

派
遣
（
広
島
県
）

齋
藤 

兼
治

技
術
統
括
監

田
上 

收
藏

国
土
調
査
事
務
所

所
長 

渡
辺 

義
男

所
長
補
佐石
川 

斎
国
土
調
査
第
１
係
係
長 

益
田 

智
幸
大
野 

裕
紀

国
土
調
査
第
２
係
係
長 
堂
原 

千
春
石
川 

尚

上
下
水
道
課

課
長 

稲
垣 

和
成
主
幹 

松
浦 

誠

課
長
補
佐
浅
黄 

隆
文

課
長
補
佐
清
水 

繁
昭

管
理
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）
細
居 

操
・
大
塚 

和
典
・
清
水 

鉄
也

工
務
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）
後
藤 

洋
治
・
是
角 

健
二
・
田
津 

正
敏

会
計
室

会
計
管
理
者 

高
松 

洋
子

専
門
員 

畑
田 
朱
美
田
中 

貴
子
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◎
議
会

議
会
事
務
局

事
務
局
長 

向
井 

隆
志

中
川 

和
美

◎
教
育
委
員
会

教
育
長

池
田 

庄
策

学
校
教
育
課

課
長 

細
部 

俊
彦

課
長
補
佐
山
田 

正
彦

学
校
総
務
係

係
長 

迫
井 

一
深
渡
辺 

雪
美
・
浅
香 

潤
観
・
榎 

正
治

夢
・
ま
な
び
プ
ラ
ン
推
進
チ
ー
ム

専
門
員 

奥
田 

淳
治

学
校
指
導
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）
大
庭 

潤
也
・
道
川 

和
樹

派
遣
（
県
教
委
）

沖
中 

満
春

生
涯
学
習
課

課
長 

上
原 

隆
弘

課
長
補
佐 

六
郷 

寛
生
涯
学
習
係

係
長 

槙
野 

一
也
槙
本 

妙
子
・
土
井 

孝
行
・
井
口 

瑞
穂

文
化
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）
山
縣 

宏
爾

千
代
田
中
央
公
民
館

館
長 

三
宅 

正
登

山
本 

一
久

北
広
島
町
図
書
館

専
門
員 

池
田 

慶
子

芸
北
高
原
の
自
然
館

白
川 

勝
信

戦
国
の
庭 

歴
史
館

専
門
員 

沢
元 

史
代

◎
芸
北
支
所　
☎
０
５
０ - 

５
８
１
２ - 

２
１
１
０
（
代
）

支
所
長

上
新 
博
則

自
治
振
興
課

課
長 

成
瀬 

哲
彦

振
興
係

係
長 槙

原 

ナ
ギ
サ

専
門
員 

道
沖 

年
弘
池
田 

直
哉
・
山
田 

歩

住
民
福
祉
係

係
長 

新
田 

洋
子
沖
田 

浩
二
・
岡
本 

恵
美
子

産
業
建
設
課

課
長 

酒
井 

忠
典

課
長
補
佐 

岩
見 

学
建
設
管
理
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）
寺
川
浩
郎
・
村
竹 

明
治

産
業
振
興
係

係
長 

佐
々
木 

新
十
道
沖 

み
ど
り
・
淀
渕 

朱
美
・
新
谷 

明
彦
・
表
崎 

崇
樹

◎
大
朝
支
所　
☎
０
５
０ - 

５
８
１
２ - 

２
２
１
１
（
代
）

支
所
長

平
田 

義
孝

自
治
振
興
課

課
長 

白
砂 

妙
子

課
長
補
佐佐伯 

孝
之

課
長
補
佐
五
反
田 
孝

振
興
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）
片
岡 

英
昭
・
堀
亀 

志
津
江

住
民
福
祉
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）
大
下 

裕
史
・
佃 

千
賀
子
・
石
橋 

浩
治
・
笠
道 

百
合
子

産
業
建
設
課

課
長 

齋
藤 

幸
司　

建
設
管
理
係

係
長 

竹
下 

秀
樹
平
田 

俊
文
・
佐
々
木 

靖

産
業
振
興
係

係
長 

山
本 

哲

洲
浜 

瑞
恵
・
田
中 

大
作

◎
豊
平
支
所　
☎
０
５
０ - 

５
８
１
２ - 

１
１
２
２
（
代
）

支
所
長

多
川 

孝
之

自
治
振
興
課

課
長 

藤
川 

秋
江

課
長
補
佐
竹
山 

賢
治

課
長
補
佐林 

秀
治

振
興
係

係
長 

藤
井 

泰
子
橋
坂 

知
佐
・
熊
谷 

忠
明
・
和
泉 

智
子

住
民
福
祉
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）
上
田 

久
美
子

産
業
建
設
課

課
長 

藤
浦 

直
人

建
設
管
理
係

係
長 

足
利 

英
彰
迫
田 

弘
志
・
池
松 

徹

産
業
振
興
係

係
長 
洲
浜 

正
文
真
倉 

仁
司
・
藤
堂 

崇
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◎
豊
平
病
院　
☎
０
５
０ - 

５
８
１
２ - 

１
１
５
５　
☎
０
８
２
６ - 

８
４ - 

１
１
５
５

事
業
管
理
者

山
縣 

司
政
（
院
長
兼
務
）

副
院
長

板
垣 

衛
治

診
療
部

外
科
長 

高
山 

孝
弘

診
療
支
援
部

部
長 

古
賀 

堅
太

放
射
線
科

芳
田 

英
俊

薬
剤
科

吉
永 

綾
一
・
蒔
田 

和
佳

臨
床
検
査
科

川
手 

砂
和
子
・
菅
原 

勝

理
学
療
法
科

平 

健
蔵
・
岡
本 

正
恵
・
日
南 

裕
子
・
藤
山 

一
宏

看
護
部

部
長 

岩
見 

兼
子

病
棟
看
護
科

サ
ブ 

岩
田 

ま
き
子

山
本 

明
子
・
山
縣 

み
ど
り
・
国
原 

裕
二
・
中
野 

照
子
・

瀧
下 

満
・
村
上 

深
雪
・
小
濱 

賀
奈
与
・
福
井 

幸
子
・

松
田 

慶
子
・
上
田 

晃
平
・
松
本 

美
沙
子
・
今
井 

加
奈
子
・

桃
谷 

宏
光
・
池
野 

弥
生
・
久
野 

と
も
え
・
山
根 

美
佐
枝
・

信
本 

恭
子
・
小
蔦 

和
子
・
立
川 

敬
子

外
来
看
護
科

サ
ブ 

花
岡 

み
ち
子
矢
舖
田 

妙
子
・
丸
本 

江
里
子
・
岡 

弘
子

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
所

石
部 

恵
美
子
・
横
田 

妙
子
・
白
砂 

道
子

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
所

雪
田 

和
也

地
域
医
療
連
携
室

室
長
補
佐 

山
崎 

都
志
子

事
務
部

部
長 

境 
初
喜

総
務
係

係
長 

藤
川 

弘
治

専
門
員 

竹
下 

直
紀

医
事
情
報
係

係
長 

細
川 

敏
樹

◎
北
広
島
町
消
防
本
部　
☎
０
５
０-

５
８
１
２-

１
１
１
９

消
防
長

一
部 

誠

総
務
課

課
長 

石
井 

雅
宏

総
務
係

（
課
長
兼
務
）

西
原 

敏
幸
・
大
本 

恵
里
・
栗
栖 

翼

消
防
課

課
長 

田
辺 

弘
司

予
防
係

係
長 

松
本 

浩
二
山
田 

徹
・
笠
道 

宏
和
・
山
脇 

和
雄

警
防
係

係
長 

野
上 

正
宏
今
﨑 

和
男

救
急
係

係
長 

牧
原 

早
人
立
川 

貢

通
信
指
令
係

係
長 

今
知 

克
典
東 

正
治

◎
北
広
島
町
消
防
署

署
長

一
部 

誠

副
署
長

田
辺 

弘
司

本
署

隊
司
令 

野
上 

正
宏

第
１
隊

隊
長 

土
井 

隆

隊
長 

牧
原 

早
人
沖 

保
夫
・
西
原 

敏
幸
・
中
村 

英
信
・
吉
田 

伸
也

前
崎 

貴
正
・
曽
我
部 

誠
司
・
別
府 

泰
明

隊
司
令 

松
本 

浩
二

第
２
隊

隊
長 

立
川 

学

隊
長 

宗
下 

雅
弘

隊
長 

福
田 

雄
宏
立
川 

貢
・
山
下 

稔
・
西
田 

聖
仁
・
山
脇 

和
雄

植
木 

亨
・
中
尾 

正
人
・
中
村 

兼
悟

芸
北
出
張
所

所
長 

原
㟢 

昇　

副
所
長引
地 

博
文
第
１
隊

（
所
長
兼
務
）

瀧
川 

利
夫
・
梅
木 

偉
久
・
箕
牧 

功
治

第
２
隊

（
副
所
長
兼
務
）
藤
井 

文
典
・
隅
田 

雅
之
・
友
田 

秀
治

大
朝
出
張
所

所
長 

日
田 

靖
成

副
所
長加
藤 

孝
士
第
１
隊

（
所
長
兼
務
）

花
木 

敏
彦
・
大
下 

正
利
・
下
西 

幸
典

第
２
隊

（
副
所
長
兼
務
）
岡
本 

和
馬
・
大
屋 

逸
人
・
渡
辺 

肇

豊
平
出
張
所

所
長 

大
坪 

司

副
所
長森
藤 

一
樹
第
１
隊

（
所
長
兼
務
）

芳
邦 

光
也
・
今
本 

秀
智
・
越
智 

義
宏

第
２
隊

（
副
所
長
兼
務
）
斎
藤 

幸
男
・
有
田 

俊
一
・
渡
草 

孝
夫



chapter 05

人
事
異
動

　
こ
の
た
び
、
次
の
職
員
が
退
職
と
な

り
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
、
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
に
採

用
さ
れ
た
職
員
を
紹
介
し
ま
す
。

退
職
（
３
月
31
日
付
）

友
田 

伸
江
（
福
祉
課
長
）

小
笠
原 

登
（
芸
北
支
所
長
）

中 
英
雄
（
豊
平
支
所
長
）

中
村 
加
代
子
（
仁
愛
園
）

花
屋 

澄
子
（
芸
北
支
所
自
治
振
興
課
）

石
津 

正
孝

　
（
芸
北
支
所
産
業
建
設
課
長
）

斎
藤 

茂
樹

　
（
福
祉
課
子
育
て
支
援
室
長
）

関
口 

昌
和
（
生
涯
学
習
課
）

派
遣
満
了
（
３
月
31
日
付
）

廣
中 

伸
孝
（
建
設
課
）

新
規

採
用
職
員

宮
内 

有
香
◇
福
祉
課

　
北
広
島
町
で
過
ご
し
て
２
年
が
経
ち

ま
す
。
し
も
や
け
が
沢
山
で
き
た
冬
。

す
ご
く
寒
い
で
す
が
、
暮
ら
し
て
い
る

方
々
は
と
て
も
温
か
く
、
大
好
き
な
土

地
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
分
か
ら

な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
よ
り
暮
ら

し
や
す
い
町
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
よ

う
が
ん
ば
り
ま
す
。

大
膳 

冬
希
◇
税
務
課

　
生
ま
れ
育
っ
た
町
で
働
け
る
こ
と
を

大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
北
広

島
町
が
よ
り
住
み
や
す
く
活
気
に
満
ち

あ
ふ
れ
た
町
に
な
る
よ
う
に
、
そ
し
て

い
ち
早
く
町
民
の
皆
様
の
お
役
に
立
て

る
よ
う
に
努
力
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

田
中 

徹
◇
産
業
課

　
非
常
に
厳
し
い
就
職
状
況
の
中
、
採

用
し
て
い
た
だ
き
、感
謝
す
る
と
共
に
、

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
北
広
島

町
が
抱
え
て
い
る
課
題
に
対
し
、
全
力

で
向
か
っ
て
い
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

高
田 

幸
治
◇
総
務
課

　
母
親
の
故
郷
で
も
あ
る
北
広
島
町
に

勤
め
る
こ
と
が
で
き
大
変
嬉
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。
色
々
な
事
が
起
き
る
難
し

い
時
代
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で

の
経
験
を
生
か
し
、
町
民
の
皆
様
の
為

に
な
る
よ
う
微
力
を
尽
く
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

栗
栖 

翼
◇
消
防
署

　
幼
い
時
は
ス
キ
ー
、
高
校
時
代
は
新

庄
高
校
野
球
部
で
北
広
島
町
の
方
々
に

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
私
が
皆
様
の
お
力
に
な
れ
ま
す
よ

う
一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

後方左から田中徹、高田幸治、栗栖翼
前方左から宮内有香、大膳冬希、
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　　教職員の
定期人事異動

　平成 24 年度の北広島町内の小中学
校・共同調理場などの定期人事異動が
ありました。校長を中心として町民の
皆さんに信頼される学校づくりに努め、

「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」
「信頼される学校」をめざして、教育活
動を展開していきます。

体・徳・知の基礎基本で大きな夢を！

■小学校
地域 学校名 校長　(　) は前校 教頭　(　) は前校

芸
北

八幡小学校 小笠原 晋 （安芸太田町立筒賀中） 大濵 磨彦
雄鹿原小学校 栗栖 千賀子 由田 広富
芸北小学校 板倉 寿恵美 木村 忠由
雲月小学校 林 文麿 上本 美代子 （大朝小）
美和小学校 大下 敏弘 （豊平西小） 藤野 満

大
朝

大朝小学校 梶川 史子 向田 滝雄
新庄小学校 津田 泰成 龍河 登茂子

千
代
田

川迫小学校 佐々木 美代子 河本 伸弘 （安芸太田町立殿賀小）
八重小学校 稲垣 小百合 佐々木 良子 （八重東小）

八重東小学校 佐々木 昭典 池野 道子 （廿日市市立吉和小）
壬生小学校 山根 昌美 増田 浩 （福山市立坪生小）
南方小学校 𠮷𠩤 陽壯 中原 理恵
本地小学校 神川 義紀 津田 武子

豊
平

豊平南小学校 高杉 千賀子 多川 牧子
豊平西小学校 寺山 喜久美 高松 昌子 （豊平南小）
豊平東小学校 國森 誠司 宮川 登

■中学校
地域 学校名 校長　( ) は前校 教頭　( ) は前校
芸北 芸北中学校 鎌田 義昭 坂本 克義
大朝 大朝中学校 松島 尚志 金田 順史 （府中町立府中中）
千代田 千代田中学校 増田 隆 佐々木 悟 （広島市立己斐中）
豊平 豊平中学校 東川 智子 沖田 敬治
＊大朝小学校長は、大朝学校給食共同調理場長を、豊平中学校長は、豊平学校給食センター長を兼務

体罰、セクシャル・ハラスメント相談窓口
　北広島町教育委員会では，児童生徒に対する体罰やセクシュアル・ハラスメントに関する相談に
応じています。
　いずれの相談窓口も女性の担当者も配置していますので，女性の担当者に相談したい場合は，そ
の旨をお申し出ください。プライバシーの保護及び秘密の保持は厳守します。
電話番号　☎ 050-5812-1863
相談時間　月曜日から金曜日まで（祝日及び 12 月 29 日から翌年の 1 月 3 日までの日を除く。）

の午前 8 時 30 分から午後 5 時 15 分まで
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豊
平
地
域
に
あ
る「
ロ
グ
茶
房
花
み
ず

き
」は
ま
め
マ
メ
健
康
応
援
団
登
録
施
設

で
す
。

　
ロ
グ
ハ
ウ
ス
は
ご
主
人
の
手
作
り
で
、

平
成
10
年
に
開
店
し
ま
し
た
。
週
替
わ
り

ラ
ン
チ
の
食
材
は
、
魚
・
肉
・
野
菜
の
多

く
を
千
代
田
・
豊
平
・
瑞
穂
の
産
直
で
仕

入
れ
、
旬
の
食
材
を
調
理
さ
れ
、
素
敵
な

盛
り
付
け
も
目
を
引
き
ま
す
。
店
に
置
か

れ
て
い
る「
か
み
か
み
レ
シ
ピ
」は
、
女

性
の
お
客
さ
ん
に
好
評
で
す
。
ま
た
、
お

客
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
い
つ
の
間
に

か
、
施
設
内
禁
煙
に
な
っ
て
お
り
、
素
敵

な
家
具･

雑
貨
が
並
び
、
ジ
ャ
ズ
が
流
れ

る
店
内
で
、
く
つ
ろ
ぎ
の
ひ
と
と
き
が
過

ご
せ
ま
す
。
奥
様
も
運
動
不
足
の
解
消

に
テ
レ
ビ
体
操
、
足
踏
み
マ
シ
ー
ン
で
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
ま
め
マ
メ
き
た
ひ
ろ
し
ま
取
材
班
）

ま
め
マ
メ
健
康
応
援
団
紹
介
コ
ー
ナ
ー

“
禁
煙
応
援
隊
”
養
成
講
座
開
催
!!

　
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
タ
バ
コ
の
害

か
ら
守
る
た
め
、
禁
煙
応
援
隊
を
養
成

す
る
講
座
が
開
催
さ
れ
、「
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
タ
バ

コ
の
ホ
ン
ト
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
雄
鹿

原
診
療
所
東
條
環
樹
医
師
か
ら
話
が
あ

り
ま
し
た
。

５
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー
で
す
。

　

５
月
31
日
（
木
）
千
代
田
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
サ
ン
ク
ス
に
お
い

て
、
た
ば
こ
の
害
に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル

展
示
、
ス
モ
ー
カ
ー
ラ
イ
ザ
ー
を
使
っ

て
の
呼
気
中
の
一
酸
化
炭
素
濃
度
の
測

定
、
肺
活
量
測
定
な
ど
を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
！

受
動
喫
煙
と
は
？

　
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
人
が
、
自

分
の
意
志
と
は
関
係
な
く
た
ば

こ
の
煙
を
吸
わ
さ
れ
て
い
る
こ

と
を「
受
動
喫
煙
」と
い
い
ま
す
。

受
動
喫
煙
は
、
た
ば
こ
を
吸
わ

な
い
人
に
と
っ
て
不
快
と
感
じ

ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ

ま
な
健
康
障
害
を
引
き
起
こ
す

こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
５
月
の
第
４
週
は
肝
臓
週
間
で
す

　
日
本
で
は
年
間
約
３
万
人
以
上
が
肝

臓
が
ん
に
よ
っ
て
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
Ｂ
型
・
Ｃ
型

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
で
す
。
ウ
イ

ル
ス
性
肝
炎
を
早
期
発
見
、
早
期
治
療

す
る
た
め
に
も
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

・
20
歳
以
上
の
方
は
、
総
合
・
巡
回
健

康
診
査
で
、
無
料
で
検
査
が
で
き
ま

す
。
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
無
料
検
査
を
医
療

機
関
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
無
料
検

査
の
で
き
る
医
療
機
関
な
ど
、
詳
し

く
は
、
役
場
保
健
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

楽しく歩いて健康づくり！
月一ウォーキングのご案内

平成 24年５月 25日（金）
時間　10：00 ～ 12：00
会場　芸北 B ＆ G 海洋センター
お誘い合わせてお越しください

た
ば
こ
の
害
を
正
し
く
知
ろ
う
！

　たばこはやめたいと思った時が止め時です。
たばこを吸うと落ち着くのではなく、普通の
状態に戻るだけ。たばこが吸いたいのではな
く、「ニコチン」を補充したいだけなのです。
　喫煙は喫煙者自身の肺がんのリスクを高め
ます。また、受動喫煙により、家族の肺がん、
胎児への影響、子どもの知的発達へ悪い影響
があります。子どもが健やかに成長していく
ために、家族のこと、喫煙マナーのこと、禁
煙すること…考えてみませんか？

※雄鹿原診療所は禁煙外来を行っています！
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インカレ優勝
中田優生さん、日本一に
　３月 22 日、芸北地域出身の中田優生さんが
町長室を訪問しました。中田さんは、岩手県八
幡平市で開催された第 85 回全日本学生スキー
選手権大会のクロスカントリースプリントで優
勝し、見事、大学生日本一に輝きました。大学
４年生である中田さんに今後の進路を聞くと、

「これからもスキーを続け、オリンピック出場
を目指します」と力強く答えてくれました。

開所式でのテープカットの様子町長室を訪問した中田さん（中央）

役場豊平支所改修工事竣工式
地域の安心安全の拠点として
　３月 26 日、北広島町役場豊平支所の庁舎改
修工事の竣工式が開催されました。今回の改修
工事は、消防署豊平出張所を役場豊平支所に移
転し、増築したものです。１階に消防車車庫や
事務室、仮眠室などを設置し、３階には消防職
員が任務のため体を鍛えるトレーニングルーム
も備えます。また、役場豊平支所の事務室も工
事を行い、機能的なフロアへ改修しました。

大朝地域同年会
還暦を仲間と祝う
　大朝地域では、60 歳を迎えた方の還暦祝い
を、地域にいる同い年同士が一堂に会して行う
同年会を開催しています。２月 18 日にグリー
ンヒルおおあさで開催し、還暦を迎えた 24 人
の仲間たちが親睦を深めました。同年会は、準
備から当日の運営まですべてを自分たちで行っ
ています。当日は、懐かしい成人式の写真など
で大いに盛り上がりました。

防犯活動への貢献が認められ表彰された室坂さんまだまだ人生これからと盛り上がり、記念写真をとりました

地域安全推進員指導員表彰
室坂光治さんが受賞
　室坂光治さんが、地域安全推進員指導員表彰
を受賞しました。この表彰は社団法人広島県防
犯連合会から地域安全活動の普及促進と犯罪防
止に貢献された方に送られるものです。室坂さ
んは、豊平防犯組合連合会長として、防犯パト
ロールや防犯パレードなどを推進しています。
多年にわたる活動が防犯意識の高揚と安全で住
みよい町づくりへの貢献が評価されました。
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（
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す

る
「
危
険
物
取
扱
者
試
験
」
及
び
「
消
防
設

備
士
試
験
」
の
試
験
日
程
は
左
表
の
と
お
り

で
す
。
な
お
、
試
験
会
場
は
広
島
市
に
つ
い

て
の
み
の
掲
載
で
す
。そ
の
他
の
試
験
会
場・

日
程
に
つ
い
て
は
消
防
署
、
ま
た
は
出
張
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平成24年度 危険物取扱者試験
消防設備士試験

試験会場・広島市の日程

■危険物取扱者試験

試験日 試験
（種類） 受付期間 合格

発表

６月 24 日 甲・乙
丙（全類）

（書面）５/ １～５/10
（電子）４/28 ～５/ ７ ７/13

11 月 25 日 甲・乙
丙（全類）

（書面）10/ ２～ 10/11
（電子）９/29 ～ 10/ ８ 12/14

■消防設備士試験

試験日 試験
（種類） 受付期間 合格

発表

８月 26 日 甲（全類）
乙（全類）

（書面）７/ ３～７/12
（電子）６/30 ～７/ ９ ９/28

平成 25 年
２月 10 日

甲（全類）
乙（全類）

（書面）12/12 ～ 12/21
（電子）12/ ９～ 12/18 ３/15

（財）消防試験研究センターホームページ　http://www.shoubo-shiken.or.jp/

電
子
申
請
や
試
験
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
の
周
り
に
古
く
な
っ
た
消
火
器
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
古
く
な
っ
た
消
火
器
の
使

用
可
否
に
つ
い
て
、
大
ま
か
な
判
断
方
法
を

ご
紹
介
し
ま
す
。 

使える？使えない？　消火器の見分け方
①本体容器の錆び
　錆びているものは、使用時
に破裂の危険があります。絶
対に使用しないでください。
②ゴムホースのヒビ割れ
　ホースにヒビ割れがあれ
ば、全体的に劣化していると
判断できます。
③安全栓の向きを確認
　安全栓が横向きのものは、
とても古い消火器です。使用
しないでください。

消火器はリサイクルの対象となっており、以下の処分方法があ
ります。
■ 消火器を買い換える際、販売店に処分を依頼する。
■「特定窓口」又は「指定引取場所」で処分する。
　基本的には「有料」での処分となります。 
　販売店によっては処分引取りを実施してない場合もあります
ので、事前にご確認ください。

住宅用消火器

消
火
器
は
ゴ
ミ
と

し
て
廃
棄
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

軽くて取扱いが簡単
な、住宅用消火器も
発売されています。

※特定窓口・指定引取場所について…「消火器リサイクル推進センター」
　電話：03-5829-6773　　ホームページ：http://www.ferpc.jp/
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防
災
最
前
線

北広島町消防本部
☎ 0826-72-0119
IP050-5812-1119

３
月
15
日
～
５
月
６
日 

林
野
火
災
特
別
警
戒
実
施
中

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
月
に
一
度
点
検
し
ま
し
ょ
う



誰
も
が
住
み
や
す
い
住
宅
を
。
あ
ん
し

ん
住
宅
改
修
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

　
高
齢
者
・
障
害
者
・
子
育
て
世
帯
が

安
心
し
て
安
全
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う

持
ち
家
の
住
宅
改
修
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。
住
宅
改
修
を
検
討
中
で
次

の
要
件
に
該
当
し
助
成
希
望
の
方
は
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

助
成
対
象
者

○
町
内
に
居
住
す
る
高
齢
者・障
害
者・

子
育
て
世
帯
の
世
帯
主
で
持
ち
家

住
宅
を
改
修
す
る
場
合
。

　
高
齢
者
世
帯　
居
住
者
に
60
歳
以
上

の
高
齢
者
が
い
る
世
帯

　
障
害
者
世
帯　
居
住
者
に
障
害
者
手

帳
（
身
体
・
療
育
・
精
神
）
所
持
者

が
い
る
世
帯

　
子
育
て
世
帯　
居
住
者
に
18
歳
未
満

の
方
が
い
る
世
帯
（
年
齢
に
つ
い
て

は
、
平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
）

○
町
税
及
び
使
用
料
の
滞
納
が
な
い
者

補
助
対
象
工
事

　
子
ど
も
部
屋
、
高
齢
者
の
寝
室
の
模

様
替
え
、
居
間
、
食
堂
、
台
所
な
ど
の

位
置
の
変
更
、
段
差
の
解
消
、
手
す
り

設
置
、通
路・出
入
り
口
の
拡
張
、浴
室
、

ト
イ
レ
改
修
な
ど
（
工
事
の
内
容
よ
っ

て
は
対
象
と
な
ら
な
い
工
事
も
あ
り
ま

す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

工
事
期
間

　

補
助
金
交
付
決
定
後
に
工
事
着
手

し
、
平
成
25
年
２
月
末
日
ま
で
に
工
事

を
完
了
す
る
も
の
。

施
工
業
者

　
町
内
事
業
者
、
ま
た
は
町
内
に
居
住

す
る
個
人
で
改
修
工
事
を
施
工
す
る
者

助
成
す
る
金
額

　
補
助
対
象
工
事
費
用
が
30
万
円
以
上

で
、
対
象
費
用
の
10
分
の
１
以
内
の
金

額
（
限
度
額
10
万
円
）

申
込
期
日

　
平
成
24
年
５
月
10
日
（
木
）
～
６
月

20
日
（
水
）
ま
で
申
込
み
の
順
番
は
一

切
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。（
申
込
み
が
多

数
の
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
）

問
福
祉
課
福
祉
係

　
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
１

　
北
広
島
町
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
意
識

の
向
上
、
ご
み
の
減
量
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
平
成
23
年
４
月
か
ら
「
資

源
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
町
民
総
ぐ
る
み
運

動
事
業
」
を
展
開
し
、
予
め
登
録
し
た

団
体
が
集
め
た
資
源
ご
み
の
量
に
応
じ

て
助
成
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
芸
北
、
大
朝
、
千
代
田
、

豊
平
の
地
域
で
、
資
源
ご
み
の
種
類
ご

と
（
古
紙
、ア
ル
ミ
缶
、ス
チ
ー
ル
缶
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
）
に
前
年
度
を
上
回
っ

た
団
体
で
一
人
当
た
り
の
年
間
収
集
量

が
最
も
多
か
っ
た
地
域
協
議
会
に
対
し

て
報
奨
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
こ
れ
を
機
会
に
各
地
域
で
ご
み
の
減

量
や
環
境
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

資
源
ご
み
の
回
収
を
推
進
し
ま
し
ょ

う
。

対
象
団
体　
行
政
区
、
子
ど
も
会
、
女

性
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
住
民
団
体

対
象
４
品
目　
古
紙
（
新
聞
・
雑
誌
・

ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
）、　
ア
ル
ミ
缶
、
ス

チ
ー
ル
缶
、　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

助
成
金
額　
資
源
ご
み
量
１
キ
ロ
グ
ラ

ム
に
つ
き
５
円
（
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満

は
切
り
捨
て
）

手
続
き

　
事
前
に
団
体
登
録
が
必
要
で
す
。

　
必
要
な
書
類
は
、
役
場
町
民
課
環
境

管
理
室
ま
た
は
各
支
所
自
治
振
興
課
に

あ
り
ま
す
。

問
町
民
課
環
境
管
理
室

　
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
１

アザレアからのお知らせ
 ☆東日本大震災支援 親善試合☆

５月３日（木）11時　岩手県立高田高等学校来園
町内の皆さん東日本大震災で大きな被害に遭われた
高田高校のご声援をよろしくお願いします！

復興へのプレーボール！！
☆12時45分　高田高校 対 国泰寺高校 
☆15時00分　高田高校 対 広島国際学院高校

  お問い合わせ
アザレア千代田 　☎０８２６－７２－8822

広告

資
源
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
町
民
総
ぐ
る
み
運
動
事
業

北
広
島
町
子
育
て・高
齢
者・障
害
者
あ
ん
し
ん
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
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保
健

福
祉
・
子
育
て

税
金

年
金
・
保
険

き
た
ひ
ろ　

　
　
　
ネ
ッ
ト

消
防
・
防
災

生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

　
　
ス
ポ
ー
ツ



　
お
知
ら
せ
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く
は

文
末
に
記
載
さ
れ
て
い
る
問
い
合
わ
せ

先
問
へ
電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。な
お
、

IP
電
話
番
号
は
下
４
桁
の
み
を
記
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
電
話
を
掛
け
る
際
は

０
５
０
‐
５
８
１
２
の
後
に
、
４
桁
の

番
号
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

■
有
料
道
路
の
障
害
者
割
引
制
度

　
障
害
者
の
自
立
と
社
会
経
済
活
動
へ

の
参
加
を
支
援
す
る
た
め
、
有
料
道
路

料
金
を
割
引
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

対
象
障
害
者
の
範
囲

○
障
害
者
本
人
が
運
転
す
る
場
合
は
、

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
全
て
の
方
が
対
象
で
す
。

○
障
害
者
本
人
以
外
が
運
転
し
、
障
害

者
本
人
が
同
乗
す
る
場
合
は
、
身
体

障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方
の
う
ち
重

度
の
障
害
の
あ
る
方
が
対
象
で
す
。

※
重
度
の
障
害
に
あ
た
る
方
は
、
手
帳

に
記
載
さ
れ
て
い
る「
旅
客
鉄
道
株

式
会
社
旅
客
運
賃
減
額
」が
第
１
種

と
な
っ
て
い
ま
す
。

内
容

　
割
引
額
は
、通
常
料
金
の
半
額
で
す
。

　
登
録
自
動
車
は
障
害
者
一
人
に
つ
き

１
台
で
す
。
た
だ
し
、
対
象
と
な
ら
な

い
自
動
車
も
あ
り
ま
す
の
で
、
担
当
窓

口
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
割
引
有
効
期
限
が
あ
り
ま

す（
新
規
の
場
合
、
手
続
き
終
了
し
た

日
か
ら
そ
の
後
の
２
回
目
の
誕
生
日
ま

で
）。
継
続
し
て
利
用
す
る
場
合
は
更

新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
利
用
の
場
合
も
申
請

で
き
ま
す
の
で
詳
し
く
は
役
場
福
祉
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
課
福
祉
係
IP
☎
１
８
５
１

■
母
子･

父
子
家
庭
激
励
金

　
母
子
、父
子
家
庭
を
激
励
す
る
た
め
、

年
１
回
激
励
金（
１
万
円
）を
支
給
し

て
い
ま
す
。

　
支
給
要
件
は
４
月
１
日
現
在
に
お
い

て
１
年
以
上
北
広
島
町
に
住
所
を
有

し
、
18
歳
未
満
の
子
ど
も
を
扶
養
し
て

い
る
母
子･

父
子
家
庭
の
方
で
す
。

　
激
励
金
の
申
請
書
は
、
役
場
福
祉
課

子
育
て
支
援
室
ま
た
は
各
支
所
自
治
振

興
課
に
あ
り
ま
す
。

問
福
祉
課
子
育
て
支
援
室

　
IP
☎
１
８
５
１

■
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽（
設
置
・
維

持
管
理
費
）補
助
金

　
北
広
島
町
で
は
、
下
水
道
・
農
業
集

落
排
水
区
域
以
外
に
合
併
処
理
浄
化
槽

を
設
置
す
る
方
へ
、
補
助
金
を
交
付
し

て
い
ま
す
。
設
置
希
望
者
は
役
場
上
下

水
道
課
ま
た
は
各
支
所
産
業
建
設
課
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

補
助
金
限
度
額	

　
補
助
金
限
度
額
は
表
１
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
既
に
単
独
処
理
浄
化
槽
を

設
置
し
て
あ
る
専
用
住
宅
な
ど
に
、
新

た
に
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
場

合
の
補
助
金
額
は
、
表
１
の
額
に
９
万

円
を
加
え
た
額
に
な
り
ま
す
。

補
助
対
象

　
北
広
島
町
在
住
者
ま
た
は
定
住
予
定

者
が
、
居
住
を
目
的
と
す
る
住
宅
（
店

舗
な
ど
を
併
設
す
る
も
の
を
含
む
）
に

設
置
す
る
も
の
。
個
人
（
事
業
系
を
除

く
）
が
設
置
す
る
も
の
。
た
だ
し
、
次

の
方
は
補
助
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

①
浄
化
槽
法
第
５
条
第
１
項
に
基
づ
く

設
置
の
届
出
の
審
査
ま
た
は
建
築

基
準
法
第
６
条
第
１
項
に
基
づ
く

確
認
を
受
け
ず
に
合
併
処
理
浄
化

槽
を
設
置
す
る
も
の
。

②
公
共
下
水
道
お
よ
び
農
業
集
落
排
水

事
業
で
、
供
用
開
始
お
よ
び
認
可
区

域
に
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
し

よ
う
と
す
る
も
の
。

③
販
売
目
的
で
合
併
処
理
浄
化
槽
付
き

の
住
宅
を
建
築
す
る
も
の
。

表 1

人槽区分 補助限度額 住宅の形態などに
よる区分

5 人槽 554,000 円 延べ床面積
130㎡未満

7 人槽 679,000 円 延べ床面積
130㎡以上

10 人槽 888,000 円
浴室及び台所等が
2 箇所以上の二世

帯住宅
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口
座
振
替
で
納
め
る
人
）
は
平
成
22
年

の
所
得
で
４
～
６
月
は
仮
に
算
定
さ

れ
、
平
成
23
年
の
所
得
が
確
定
し
決
ま

っ
た
保
険
料
を
７
月
以
降
に
納
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
７
月
に
第
１
号
被
保

険
者
（
65
歳
以
上
の
人
）
全
員
に
確
定

し
た
年
額
保
険
料
を
通
知
し
ま
す
。

　
安
心
し
て
充
実
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス

が
利
用
で
き
る
よ
う
、
保
険
料
の
納
付

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
保
健
課
介
護
保
険
係
IP
☎
１
８
５
３

■
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
へ

　
要
介
護
認
定
に
は
有
効
期
間
が
あ
り

ま
す
。
有
効
期
間
満
了
日
の
２
ヵ
月
前

か
ら
更
新
申
請
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

　
６
ヵ
月
以
内
に
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
に
は
更
新
案
内

を
送
り
ま
す
の
で
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
６
ヵ
月
以
内
に
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
が
無
い
場
合
は
更
新
案
内
は
送

付
し
ま
せ
ん
の
で
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
場
合
は
、
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

問
保
健
課
介
護
保
険
係
IP
☎
１
８
５
３

◎平成 24 年度所得段階別介護保険料
所得段階 対象者 保険料率 年額保険料 月額保険料
第１段階 町民税非課税世帯で、生活保護・老齢福祉年金受給者 基準額× 0.5 33,480 円 2,790 円

第２段階 町民税非課税世帯で、合計所得と課税年金収入額の合計
が 80 万円以下 基準額× 0.6 40,176 円 3,348 円

第３段階
( 特例）

町民税非課税世帯で、合計所得と課税年金収入額の合計
が 80 万円を超えて 120 万円以下 基準額× 0.7 46,872 円 3,906 円

第３段階 町民税非課税世帯で、合計所得と課税年金収入額の合計
が 120 万円を超えている 基準額× 0.75 50,220 円 4,185 円

第４段階
（特例）

町民税課税世帯で、被保険者本人が町民税非課税かつ合
計所得と課税年金収入額の合計が 80 万円以下 基準額× 0.85 56,916 円 4,743 円

第４段階 町民税課税世帯で、被保険者本人が町民税非課税かつ合
計所得と課税年金収入額の合計が 80 万円を超えている 基準額 66,960 円 5,580 円

第５段階 被保険者本人が町民税課税で、合計所得金額が 125 万
円未満 基準額× 1.15 77,004 円 6,417 円

第６段階 被保険者本人が町民税課税で、合計所得金額が 125 万
円以上 190 万円未満 基準額× 1.25 83,700 円 6,975 円

第７段階 被保険者本人が町民税課税で、合計所得金額が 190 万
円以上 400 万円未満 基準額× 1.5 100,440 円 8,370 円

第８段階 被保険者本人が町民税課税で、合計所得金額が 400 万
円以上 基準額× 1.75 117,180 円 9,765 円

④
町
税
ま
た
は
町
施
設
の
使
用
料
な
ど

を
滞
納
し
て
い
る
も
の
。

⑤
住
宅
を
借
り
て
い
る
者
で
、
賃
借
人

の
承
諾
が
得
ら
れ
な
い
も
の
。

問
上
下
水
道
課
管
理
係
IP
☎
１
８
６
１

　
各
支
所
産
業
建
設
課

■
介
護
保
険
料
を
改
定
し
ま
す

　
介
護
保
険
料
は
３
年
ご
と
に
見
直
し

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
平
成
24
～

26
年
度
の
保
険
料
が
決
ま
り
ま
し
た
。

▼
65
歳
以
上
の
第
１
号
被
保
険
者
の
負

担
割
合
の
変
更
（
20
％
→
21
％
）
▼
高

齢
化
に
と
も
な
う
介
護
保
険
の
利
用
者

増
加
▼
介
護
報
酬
の
改
定
▼
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
増
床
な
ど
に
よ
り
保
険

料
の
増
加
と
な
り
ま
す
が
、
県
の
財
政

安
定
化
基
金
と
町
の
準
備
基
金
を
取
り

崩
し
、
保
険
料
の
急
激
な
上
昇
を
抑
え

る
た
め
の
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
の
保
険
料
の
納
付

　
特
別
徴
収
の
対
象
者
（
年
金
か
ら
天

引
き
さ
れ
る
人
）
は
平
成
24
年
２
月
と

同
額
を
４・
６
月
で
納
め
、
平
成
23
年

の
所
得
が
確
定
し
決
ま
っ
た
保
険
料
を

８
月
以
降
に
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
普
通
徴
収
の
対
象
者
（
納
付
書
・
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４月９日現在 届出順
企　　業　　名 募 集 職 種

● パートの募集
（有）かわすみ レジ・陳列

（株）タック 交通誘導警備員
郵便事業(株)可部支店 郵便配達

（株）ひろし本店 食堂清掃業務
（株）さんびる ホテルのベッドメイク

農事組合法人 石本農場 卵の選卵包装・農作業
お好み焼き 三八 松浦 調理補助・接客

(株)ミチコーポレーション ウェブサイト制作・商品開発
ヤマト運輸(株)広島千代田センター 内勤事務

＊広報紙発行日に、すでに募集が終了している場合もあります。

問 北広島町求人情報センター（企画課立地定住推進室内）
　 ☎ ０５０－５８１２－１８５６
　 Webサイト http://www.town.kitahiroshima.lg.jp/

人情報コーナー求
企　　業　　名 募 集 職 種

● 正社員の募集
（医）明和会 介護支援専門員・介護職・看護師

とよひら小規模多機能ホーム 介護職
特別養護老人ホーム ゆりかご荘 看護師

（医）社団慶寿会 千代田中央病院 看護師（正・准）
（医）社団せがわ会 千代田病院 看護師（正・准）・介護職

（医）社団もみの木会 大朝ふるさと病院 看護師（正・准）
丸二株式会社 食品添加物製造・梱包作業

（株）ワールドインテック 組立・解体・清掃業務
（株）大上自動車工業千代田工場 電装工・塗装工

焼肉 河九 調理
広島北ホテル 調理師・レストランホールスタッフ

石橋飲料（株）（田原温泉） ホール・客室・厨房
今井運送（株） 大型ウイング運転手（10～15ｔ）

カトウ家具工芸（有） 家具製造業
（株）児玉組芸北トンネル工事事務所 現場事務員

中国木材（株）北広島工場 原木管理・生産管理スタッフ
(株)千代田コーポレーション 縫製及び裁断

立川医院 看護師
● パートの募集

立川医院 看護師
特別養護老人ホーム やまゆり 看護職
とよひら小規模多機能ホーム 介護職
特別養護老人ホーム やすらぎ 介護職・調理

あけぼの訪問介護事業所 訪問介護ヘルパー
（医）せがわ会 通所・訪問介護事業所 ヘルパー職員

北広島町豊平病院 運転手兼介護助手
(医)社団慶寿会 千代田中央病院 清掃・洗濯作業員

（株）ワークスタッフ 広島営業所 作業員
千代田ＯＧＭゴルフ倶楽部 キャディ・ホール・厨房

エコートレーディング（株） 広島支店 卸売業
西川物産（株）千代田工場 内職、製造業
（株）積水化成品山口 工場内作業

（株）ダスキンプロダクト中四国 製造
（株）タカキベーカリー千代田工場 生産（菓子製造）資材（荷受）

新広島ヤクルト販売（株） 千代田センター 乳製品販売（食品販売）
ローソン 千代田インター店 コンビニ店員

（有）種浦商店セブンイレブン広島 千代田インター店 コンビニ店員
ガスト広島 千代田店 飲食業

八剣伝 千代田店 飲食業
広島北ホテル フロント、カウンター、バーテンダー、レストラン

（株）どんぐり村 接客
（株）むさし 接客販売・調理補助

（株）フレスタサンクス店 レジ・総菜・食堂・品出し部門
（有）新見仕出し店 調理補助・販売

（株）マツヤ専門調理センター 調理補助
（株）広鉄二葉サービス 調理補助及び洗浄

グリーンホスピタリティーフードマネージメント 調理補助
へんぽこ茶屋 調理・接客

（株）Aコープ中国 Aコープちよだ店 レジ
＊広報紙発行日に、すでに募集が終了している場合もあります。

■平成 24 年度慰霊巡拝
　政府は、旧主要戦域となった陸上や、遺骨収
集の望めない海上等における戦没者を対象とし
て、遺族の要望にこたえるため、慰霊巡拝事業
を行なっています。
　巡拝地域は、旧ソ連、中国、東部ニューギニ
ア、北ボルネオ、トラック諸島、マリアナ諸島、
フィリピン、マーシャル・ギルバード諸島、硫
黄島の予定です。
　参加対象者は戦没者の遺族で配偶者、子、兄
弟姉妹、孫、甥、姪となります。参加者の選考
については、健康状態等条件があり、参加経験
のない方を優先して決定されます。巡拝の時期
など詳細については、お問い合わせください。
問 福祉課福祉係
　☎０５０ ‐ ５８１２ ‐ １８５１

■東日本大震災義援金
　町民の皆様からお受けした東日本大震災義援
金は次の金額となりました。皆様のご厚志に感
謝します。
　12，662，848 円（平成 24 年 2 月末日現在）
　引き続き役場・社会福祉協議会等で義援金の
受付を行っていますのでご協力をお願いしま
す。
問 福祉課福祉係
　☎０５０ ‐ ５８１２ ‐ １８５１
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◎困ったときは、消費生活相談室へ !!
　北広島町人権・生活総合相談センター
　　　　　　　　（北広島町有田４９５－１）
　☎０８２６ － ７２ － ５５７１［相談室専用］
　☎０５０ － ５８１２ － ５０２０
　毎週木曜日（祝日・年末年始除く）
　10 時～12 時 ・ 13 時～16 時

>>> Population 人口と世帯

>>> ￥￥￥ 納期限

>>> Human rights 人権標語

ありがとう
いえばいうほど
えがおがふえる

［３月末日現在］　　　　（　）：前月比

    人　口 19,994 人 （108 減）

    転　入 95 人

    転　出 175 人

　 出　生 5 人

　 死　亡 33 人

    世帯数 8,478 帯 （136 増）

５月 31 日（木）
●軽自動車税
●固定資産税［１期］

心の相談窓口
　夜眠れない、気分が
落ち込む、イライラす
る。そんな悩みを相談
してみませんか。悩ん
でいる方だけではなく、その方の家族や
身近な方からの相談でもかまいません。
お気軽にご相談ください。
　問 保健課健康増進係　IP ☎１８５３
　問 福祉課福祉係　　　IP ☎１８５１

相談
　スマートフォンのバナー広告からアダルトサ
イトにアクセスした。動画を見るためのアプリ
をダウンロードしたら料金請求画面が消えなく
なった。その直後、サイト業者から電話があり
料金 45,000 円を請求された。料金について
の確認画面はなく、有料とは気付かなかった。

（参考：国民生活センター Web サイト）

アドバイス
　テレビ CM などでスマートフォンの広告が
多く流れ、店頭でも多くのスマートフォンが陳
列されています。多機能高性能なスマートフォ
ンですが、その分使い方は、従来の機種よりも
慎重に、よく機能を理解して使いましょう。
　スマートフォンではアプリと呼ばれる機能を
使って、色々なサービスを受けることが出来ま
すが、アプリをダウンロードする際、スマート
フォンの機能を利用するための許可を求められ
ます。求められる機能の種類によっては、電話
番号やメールアドレス、位置情報などの個人的
な情報がアプリ提供事業者に自動的に送信され
てしまう事があります。
　アプリを利用する際は、安全に利用できるも
のかどうかを、よく機能を理解してからにしま
しょう。
　また、利用もしていないのに料金を請求する
ような悪質な業者の場合、執拗な料金請求が
あっても支払ってはいけません。事業者とは連
絡をとらず、相手にしないようにしましょう。

スマートフォン利用中に
身に覚えのない請求が！
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高原からの花便り　№87

　
暖
か
い
日
が
続
く
と
、
ま
た
白
い
雪
に
覆
わ

れ
て
、
何
度
も
行
き
戻
り
し
な
が
ら
八
幡
高
原

の
季
節
は
進
ん
で
ゆ
き
ま
す
。
暖
か
い
日
と
寒

い
日
の
繰
り
返
し
、
１
日
と
い
う
繰
り
返
し
の

中
に
身
を
置
い
て
い
る
と
、
時
が
一
方
向
に
流

れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
そ
う
に
な
り
ま
す
が
、

間
違
い
な
く
時
が
流
れ
て
い
る
こ
と
を
咲
く
花

が
教
え
て
く
れ
ま
す
。
雪
が
消
え
て
農
作
業
が

忙
し
く
な
る
こ
ろ
、
ブ
ナ
の
森
で
は
オ
オ
カ
メ

ノ
キ
が
季
節
の
始
ま
り
を
告
げ
ま
す
。

　
オ
オ
カ
メ
ノ
キ
は
北
海
道
か
ら
九
州
の
ブ
ナ

帯
に
生
育
す
る
落
葉
小
高
木
で
す
。
大
き
い
も

の
は
５
メ
ー
ト
ル
を
越
え
ま
す
が
、
積
雪
地
で

は
雪
に
押
さ
れ
る
の
で
、
真
っ
直
ぐ
に
伸
び
て

い
る
木
は
あ
ま
り
見
か
け
ま
せ
ん
。
雪
で
折
れ

た
枝
に
花
を
付
け
て
い
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ

り
ま
す
。
春
の
ブ
ナ
林
で
、
木
々
の
葉
が
芽
吹

く
ま
で
の
わ
ず
か
な
間
、
白
い
大
き
な
花か
じ
ょ序
を

付
け
ま
す
。

　
花
は
葉
が
開
く
よ
り
も
先
に
咲
き
は
じ
め
ま

す
。
ひ
と
つ
の
花
序
は
、
た
く
さ
ん
の
花
が
集

ま
っ
て
で
き
て
い
ま
す
が
、
中
心
部
の
花
は
小

さ
く
、「
装
飾
花
」と
呼
ば
れ
る
周
り
の
花
だ

け
が
大
き
な
花
弁
を
持
っ
て
い
ま
す
。
装
飾
花

は
文
字
通
り
虫
を
誘
引
す
る
た
め
の
飾
り
で
、

種
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
花
の
つ
く
り

は
ガ
ク
ア
ジ
サ
イ
に
似
て
い
ま
す
が
、
ア
ジ
サ

イ
は
ユ
キ
ノ
シ
タ
科
、
オ
オ
カ
メ
ノ
キ
は
ス
イ

カ
ズ
ラ
科
で
、
ま
っ
た
く
別
の
仲
間
で
す
。
ア

ジ
サ
イ
の
装
飾
花
で
花
弁
の
よ
う
に
見
え
る
の

は
萼が
く
片
な
の
で
、
花
が
終
わ
っ
た
後
に
も
落
ち

ず
に
残
り
ま
す
が
、
オ
オ
カ
メ
ノ
キ
の
装
飾
花

は
花
弁
な
の
で
、
ポ
ト
リ
と
下
に
落
ち
ま
す
。

花
弁
同
士
は
く
っ
つ
い
て
い
て
、
春
に
山
を
歩

く
と
、
登
山
道
が
装
飾
花
の
花
模
様
で
飾
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
に
出
会
え
ま
す
。

　
オ
オ
カ
メ
ノ
キ
の
果
実
は
７
か
ら
８
ミ
リ
で

す
。
秋
に
は
赤
く
熟
し
ま
す
が
、
臥
竜
山
に
は

黄
色
く
熟
す
個
体
も
見
ら
れ
ま
す
。
春
の
わ
ず

か
な
時
期
に
咲
い
て
散
る
オ
オ
カ
メ
ノ
キ
は
、

秋
の
紅
葉
時
期
に
も
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま

す
。

　
繰
り
返
す
日
々
の
中
で
、
咲
く
花
を
見
て
季

節
の
訪
れ
を
感
じ
る
よ
う
に
、
散
る
花
を
見
る

と
、
去
り
ゆ
く
時
や
、
過
ご
し
て
き
た
時
間
の

長
さ
を
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
花
の
命

の
儚は
か
なさ
は
惜
し
ま
れ
ま
す
が
、
そ
の
輝
き
に
出

会
え
た
喜
び
や
、
教
え
ら
れ
た
事
を
大
切
に
受

け
継
ぐ
こ
と
が
、
私
た
ち
自
身
を
豊
か
に
し
て

く
れ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。　

（
芸
北 

高
原
の
自
然
館
学
芸
員
・
白
川
勝
信
）

花が遺すもの


